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四
十
五
歳
・
国
保
加
入
者
に

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
今
年
度
か

ら
、
国
保
加
入
の
四
十
五
歳
の
人
を

対
象
に
、
一
日
人
間
ド
ッ
ク
（
総
合

健
康
診
断
事
業
）
を
実
施
し
、
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
当
市
の
昭
和
五
十
四
年
度
の
死
亡

原
因
の
三
分
の
二
は
、
脳
卒
中
、
ガ

ン
、
心
臓
病
な
ど
の
祓
人
病
で
す
。

ま
た
、
そ
の
成
人
病
で
亡
く
な
ら
れ

た
多
く
の
人
が
働
き
盛
り
で
、
家
庭

で
は
、
一
家
の
大
黒
柱
を
失
な
っ

て
途
方
に
暮
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
病
気
は
、
早
く
発
見
し
て
、
早
く

治
療
を
す
れ
ば
治
る
も
の
が
多
い
の

で
す
。
そ
の
病
気
を
総
合
的
に
診
断

し
、
早
期
発
見
を
し
よ
う
と
す
る
の

が
人
間
ド
ッ
ク
で
す
。

　
日
頃
、
総
合
的
な
検
診
の
機
会
に

恵
ま
れ
な
い
、
国
保
加
入
の
四
十
五

歳
の
皆
さ
ん
、
是
非
こ
の
機
会
に
自

分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

安
心
し
て
暮
せ
る
よ
う
に
二
日
人

間
ド
ッ
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

対
象
者
　
一
、
国
保
の
対
象
者
で
、

今
年
度
内
に
満
四
十
五
歳
に
な
る
人
。

（
昭
和
十
一
年
四
月
二
日
～
十
二
年

四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
人
）

二
、
国
保
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
で
、
十
日
町
市
の
国
保
の
被
保
険

者
証
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
一
年
以

上
経
過
し
た
人
。

申
請
期
間
　
五
月
十
一
日
か
ら
五
月

二
十
三
日
ま
で

5
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
目

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

5
月
1
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時
15
分

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー
契年11

月

生
れ
の
児

城全

1
歳
6
カ
月

児
　
検
　
診

5
月
15
日

　
（
金
）

午
後
1
時
15
分

～
2
時

〃

54

年
n
月

生
れ
の
児

4
、
カ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

5
月
22
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

〃

茄
年
1
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定
5
月
2
9
目

　
（
金
）

午
後
1
時

～
3
時

〃

55
年
7
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

実
施
予
定
時
期
　
七
月
上
旬

検
診
費
用
と
自
己
負
担
額

　
男
子
…
二
万
五
千
円
（
自
己
負
担

額
は
七
千
五
百
円
）
。
女
子
…
二
万

七
千
円
（
自
己
負
担
額
は
八
千
百
円
）

実
施
医
療
機
関
　
新
潟
県
健
康
管
理

協
会
（
新
潟
市
）

　
な
お
、
該
当
者
に
は
、
通
知
と
申

請
の
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
期
間
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
衛
生
課
国

保
係
（
雪
七
－
三
二
一
番
内
線
二

一
〇
）
へ
。

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
五
月
十
三
日
困
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
本
町
一
r
目
下
、
本
町

東
一
丁
目
、
山
本
町
五
、
～
目
の
各
一

部
、
本
町
一
ー
目
ヒ
、
千
歳
阿
、
一
r

目
　
▼
五
月
十
六
口
ω
　
午
前
九
時

』
一
十
分
～
午
前
卜
一
時
三
十
分
ま
で

高
田
町
四
丁
目
、
高
田
町
五
丁
目
、

住
吉
町
の
各
一
部
▼
五
月
十
九
日

㈹
　
午
後
一
時
～
午
後
五
時
ま
で
、

四
日
町
新
田
第
一
、
南
新
田
町
、
四

日
町
新
田
第
二
、
四
日
町
第
．
、
あ
各

一
部
、
四
日
町
新
田
第
四
　
▼
五
月

二
十
日
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

高
田
町
一
．
一
r
目
東
、
丸
山
町
の
各
］

部
▼
五
月
二
十
一
日
困
午
前
八

名
ケ
山

　
　
　
　
　
巡
・
飼
．
．
内

　
　
　
と
き
五
月
十
五
日
囲

　
　
　
と
こ
ろ

時
～
午
後
一
時
ま
で
、
中
手
、
中
平
、

5
月
の
休
日
救
急
医

3
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
虫

（
憲
法
記
念
口
）
8
2
の
2
1
7
4
番
…

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番
　
…

4
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

（
振
替
休
旧
）
　
3
2
の
3
2
6
9
番
…

5
日
中
条
病
院
（
北
原
）

（
子
供
の
目
）
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

10

日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
B
2
の
2
9
5
7
番

17

日
　
山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

24

日
　
千
手
診
療
所
川
西
町
中
央
町
）

　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番

31

日
　
水
沢
診
療
所
土
市
第
．
．
一
）

　
　
　
　
8
8
の
2
0
3
9
番

とき5月25日（月）
ところ　十日町砂利合資会社

と　き　5月26日（火）

ところ　十目町専門店会
i寺間はいずれも午前10時～午後3時

明日といわず今献血しましょう

該
当
者
　
満
三
歳
か
ら
学
齢
ま
で
で
、

つ
ぎ
に
該
当
す
る
人

　
●
初
回
免
疫
（
一
～
二
週
間
隔
で

二
回
接
種
）
…
…
満
三
歳
に
達
し
た

人
と
前
年
接
種
を
し
な
か
っ
た
人

　
●
追
加
免
疫
、
前
年
初
回
免
疫
が

完
了
し
た
人

接
種
料
金
　
一
回
　
三
百
五
十
円

接
種
前
後
の
注
意
　
●
前
日
入
浴
を

さ
せ
、
清
潔
な
肌
着
の
着
用
を

　
●
朝
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。
混

雑
し
た
会
場
で
あ
わ
て
て
計
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
●
母
子
健
康
手

帳
、
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
。

●
問
診
票
は
保
護
者
か
責
任
を
も
っ

て
記
人
し
ま
し
ょ
う
。
●
接
種
日
は

も
ち
ろ
ん
、
場
合
に
よ
っ
て
は
翌
日

も
人
浴
を
ひ
か
え
、
接
種
後
は
昼
寝

を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
●
有
熱
者
、
病

後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
医
師
が
不
適

と
認
め
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

程
ー

　
　
日
日
（
脇

　
　
目
行

車
－
o
銀

　
　
月
四

血
5
第

献
き
ろ

　
　
差

　
　
　
　
、
．
．
欝
薄
議
轟
欝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

市
役
所
市
民
相
談
室

…
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
：

地
　
区
　
名

接
　
種
　
月
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

飛
↓
小
学
校
区

5
月
6
日

（
水
）

5
月
1
3
日

（
水
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
狛
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
30
分
～
2
時
4
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

東
小
学
校
区

5
月
6
日

（
水
）

5
月
15
日

（
金
）

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

東
小
学
校

吉
田
小
学
校
区

5
月
7
日

（
木
）

5
月
13
日

（
水
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
　
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

下
条
小
学
校
区

5
月
8
日

（
金
）

5
月
2
0
日

（
水
）

午
後
1
時
30
分
～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
0
分
～
2
時
30
分

東
下
組
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

5
月
1
2
日

（
火
）

5
月
1
9
日

（
火
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
3
時

真
田
小
学
校

中
条
小
学
校
区

5
月
1
4
日

（
木
）

5
月
29
日

（
金
）

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
0
分

中
条
小
学
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

5
月
2
0
日

（
水
）

5
月
27
日

（
水
）

午
後
－
時
0
分
～
2
時
0
分

保
健
セ
ン
ダ
ー

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

5
月
21
日

（
木
）

5
月
朗
日

（
木
）

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
20
分

保
健
セ
ン
ダ
ー

水
沢
小
学
校
区

5
月
泥
日

（
金
）

5
月
2
9
日

（
金
）

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
10
分

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

珠
田
分
校

川
　
治
　
全
　
区

5
月
26
日

（
火
）

6
月
5
日

（
金
）

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

六
箇
小
学
校
区

5
月
2
7
日

（
水
）

午
後
2
時
　
～
2
時
鐙
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

6
月
3
日

（
水
）

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
分

野
中
小
学
校

○
－

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
○

　
　
粘

　
　
蛎
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市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
な

ど
の
か
た
に
、
経
営
の
改
善
や
近
代

化
に
必
要
な
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め

つ
ぎ
の
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
．

借
入
ご
希
望
の
か
た
は
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
中
小
企
業
振
興
資
金

に
つ
い
て
は
、
保
証
人
の
数
を
そ
れ

ぞ
れ
一
名
ず
つ
減
ら
し
、
個
人
一
名

法
人
二
名
と
し
ま
し
た
．
ま
た
、
運

転
資
金
の
貸
付
限
度
額
を
三
百
万
円

か
ら
四
百
万
円
に
引
き
上
げ
、
一
層

利
用
し
や
す
い
制
度
に
し
ま
し
た
．

取
扱
金
融
機
関
　
県
信
用
組
合
、
大

光
相
互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
は
、
市
商
工
課

（
窓
七
－
三
一
二
番
内
線
二
六
六
）

市
商
工
会
議
所
（
台
七
－
五
一
二

◎
中
小
企
業
振
興
資
金

化　商 金　大 運 設 資
資　店
金　街

型
店

転 備 金
の

等
近

対
策

資 資 種

代 資 金 金 類

（　　五
八所

　　OO要

　　O％資
　　万以金
　　円内の
　　以の
　　内額

（　　七
八所
　　○○要
　　○％資
　　万以金
　　円内の
　　以の
　　内額

四
〇
〇
万
円
以
内

（　　五
八所

　　OO要

　　O％資
以金　万
内の　円

　　以の
　　内額

貸
付
金
額

） ） ）
五　　　　　　五 三

年力　　　年力 年力 貸

年　　　　年 年
付

七超　　　七以 六以
二
二

●内
一

●
八
内 利

五 O 五 率
％ ％ ％

六 七 四 五 返
カ カ カ カ

済
年 年 年 年

以 以 以 以
期

内 内 内 内 間

（　均六置六
　　等力を力
　　返年含月
　　済以む以　　内
　内
　　　月　裾
＿　　賦

舜鞘
含月　返年
む以　済以
　内　　内
　裾　　月
一　　賦

均四
等力
返年
済以
　内
　月
　賦

（　均五置六
　　等力を力
　　返年含月
　　済以む以
　　　内　内
　　　月　裾
＿　　賦

返
済
方
法

◎
産
業
育
成
資
金

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

返
済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金

運
転
資
金
三
〇
〇
万
円
以
内

年
六
・
八
五
％

（
信
保
付

　
　
六
9
三
五
％
）

三
力
年
以
内

三
ヵ
月
一
括
又
は

三
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

番
）
、
水
沢
商
工
会
（
奮
八
ー
三
〇

三
五
番
〉
へ
。

　
な
お
、
金
利
は
変
更
す
番
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

市
勤
労
者
住
宅

　
　
　
建
設
資
金
も

　
　
　
　
　
受
付
中
ー

　
市
で
は
、
勤
労
者
の
住
宅
建
設
促

進
の
た
め
、
市
の
預
託
金
と
労
働
金

庫
の
資
金
を
源
資
と
し
た
低
利
の
融

資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

資
格
　
ω
現
在
ま
で
二
年
以
上
継
続

し
て
十
日
町
市
民
で
あ
る
人
。

　
回
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
．

資
金
の
用
途
　
市
内
に
ご
自
身
が
居

住
す
る
た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改

築
ま
た
は
住
宅
を
購
入
す
る
た
め
の

資
金
（
土
地
だ
け
購
入
す
る
人
は
該

当
し
ま
せ
ん
）

借
入
金
額
　
十
万
円
き
ざ
み
で
、
百

万
円
～
三
百
万
円
。

受
付
期
間
　
総
資
金
わ
く
に
達
す
る

ま
で
（
受
付
中
）

申
込
方
法
　
ω
住
宅
資
金
借
入
申
込

書
、
回
住
民
票
、
の
土
地
、
建
物
の

登
記
簿
騰
本
各
一
通
を
所
属
組
合
を

経
由
し
て
労
金
へ
。

貸
出
金
利
お
よ
び
返
済
方
法
　
金
利

は
年
七
・
六
〇
％
。
返
済
期
間
は
五

年
、
十
年
、
十
五
年
の
三
種
類
、
ボ

ー
ナ
ス
併
用
返
済
も
可
。
五
年
返
済

鹿πと藷移∠7
～6月1日　午後3時～

　
　
　
　
会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

　
　
　
　
日
時
　
午
後
三
時
～
七
時

　
今
年
の
市
民
と
語
る
日
に
も
、
毎
回
大
勢
の
か
た
が
見

え
ら
れ
、
身
近
な
閥
題
か
ら
大
き
な
テ
ー
マ
ま
で
熱
心
．
に

話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

お
悶
い
舎
わ
せ
と
ご
連
絡
は
総
務
課
企
酉
広
報
係
（
懸
七

ー
三
一
一
　
瞬
番
内
”
線
二
脚
二
六
）
へ
．

は
無
担
保
。
十
年
、
十
五
年
返
済
は

該
当
不
動
産
を
担
保
に
。

県
中
小
企
業
者

　
　
　
　
　
住
宅
資
金
も

　
県
中
小
企
業
従
事
者
住
宅
資
金
の

借
入
申
込
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

資
格
　
県
内
の
中
小
企
業
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
勤
労
者
で
、
自
分
で
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
、
ま

た
は
購
入
す
る
人
で
、
他
か
ら
の
調

達
が
困
難
な
人
。

貸
付
金
額
　
十
万
円
単
位
で
三
十
万

円
～
四
百
万
円
ま
で
。

利
率
　
年
六
・
0
％
。

償
還
方
法
　
十
年
以
内
の
元
金
均
等

月
賦
償
還
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済

も
可
）

受
付
期
間
　
十
月
三
十
一
日
ま
で

申
込
み
場
所
　
借
入
申
込
書
を
、
取

扱
金
融
機
関
（
第
四
、
北
越
、
新
潟

相
互
、
大
光
相
互
銀
行
）
へ
。

　　　燃えないごみは

　　　霧谷埋立地へ
　燃えないごみの処分地が、高城沢（千

手トンネル出ロ）から霧谷に変更になっ

ています。異常豪雪のため、道路条件が

悪くなっていますのでご注意ください。
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．薦、繍勲蕪黒慰勲

青
年
交
流
の

＋
日
町
市
長

　
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん
で
以
来
、

初
め
て
ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
を
団
長
と

す
る
公
式
使
節
団
を
お
迎
え
し
、
心

か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
十
月
に
コ
モ
市
を
訪

問
し
、
二
つ
の
事
に
大
き
な
感
激
を

覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
コ
モ
市
の

伝
統
的
な
風
物
や
長
い
歴
史
に
彩
ら

れ
た
由
緒
あ
る
建
物
が
、
大
切
に
保

諸旦
　ノ、

里体

正化

典を

存
さ
れ
、
コ
モ
市
の
美
し
い
自
然
と

見
事
に
調
和
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、

繊
維
学
院
で
千
五
百
人
も
の
若
者
が
、

絹
と
い
う
古
典
的
な
素
材
を
現
代
に

活
か
す
た
め
、
染
色
に
織
物
に
、
あ

る
い
は
デ
ザ
イ
ン
に
真
摯
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
を
つ
ぶ
さ
に
拝
見
す
る

こ
と
が
で
ぎ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
か
つ
て
都
市
は
豊
か

　　　　　　　　F　－　　　一　　　　　　　　　丁　甲　Y　　　　　吼　　　　1

　　　　　　　　　　　●

～公式レセプションでの贈り物の交換～

　十日町市からは“友禅の壁かけ・などが

　コモ市からは“装飾用の髪飾り・などを

な
個
性
と
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
に
都
市
は
個

性
を
失
い
、
日
本
中
の
都
市
が
、
・
、

二
東
京
と
な
り
、
結
局
少
し
で
も
大

き
い
都
市
が
少
し
で
も
よ
い
都
市
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

産
業
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え

ま
す
。
都
市
も
産
業
も
企
業
も
人
も

「
本
人
ら
し
さ
」
を
失
い
、
　
「
生

き
残
り
に
く
さ
」
だ
け
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　
風
土
は
文
化
を
育
て
ま
す
。
そ
の

土
地
の
風
、
光
、
土
、
水
は
、
そ
の

土
地
だ
け
の
産
物
と
、
そ
の
土
地
だ

け
の
生
き
方
の
知
恵
を
生
み
ま
す
。

そ
の
土
地
だ
け
の
「
産
物
」
と
「
知

恵
」
は
そ
の
土
地
だ
け
の
文
化
を
育

て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
き
残
る
産
業

は
風
土
を
大
切
に
し
た
産
業
だ
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
は
コ
モ
市
の
訪
問
で
、
か
た
く

な
な
ま
で
に
風
土
と
歴
史
と
伝
統
を

大
切
に
し
、
そ
れ
を
命
が
け
で
守
っ

て
い
る
コ
モ
市
民
に
ふ
れ
て
、
．
】
れ

か
ら
の
十
日
町
市
の
在
り
方
に
つ
い

て
極
め
て
大
き
な
示
唆
を
受
け
ま
し

た
。
十
日
町
市
は
も
う
追
随
の
発
想

を
捨
て
自
分
だ
け
の
も
の
の
発
想
を

育
て
て
ゆ
き
ま
す
。
十
日
町
市
が
目

標
と
す
る
産
業
田
園
文
化
都
市
の
構

築
こ
そ
そ
の
根
幹
で
す
。
そ
の
意
味

で
も
、
十
日
町
市
が
コ
モ
市
と
姉
妹

都
市
で
あ
る
こ
と
は
、
大
き
な
価
値

を
も
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
の

恩
恵
と
伝
統
的
技
術
と
文
化
を
函
養

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

生
産
基
地
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位

を
持
ち
続
け
て
い
る
コ
モ
市
の
在
り

方
こ
そ
私
達
の
学
ぶ
べ
き
指
標
で
す
。

　
前
回
訪
問
の
折
、
ス
パ
リ
；
ノ
市

長
は
「
若
者
の
交
流
」
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
、
今
回
、
ラ
ウ
ラ
．
ケ
レ
リ

チ
さ
ん
を
帯
同
さ
れ
ま
し
た
。
両
市

の
若
者
の
交
流
は
多
大
な
財
政
的
負

担
を
必
要
と
し
、
財
政
事
情
に
悩
む

地
方
小
自
治
体
に
と
っ
て
そ
れ
は
決

し
て
軽
微
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
つ
ぎ
に
当
市
が
コ
モ
市
へ

使
節
団
を
送
る
時
に
は
、
若
者
を
同

行
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。
㎜
若

者
の
交
流
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
第

一
歩
と
し
、
よ
り
積
極
的
で
効
率
の

高
い
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
参
り
た
》
、
一
存
じ
ま
す
。
両

市
の
英
知
と
若
者
へ
の
期
待
は
必
ず

や
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
も
の
で

あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
，

発
見
さ
れ
た
仏
石
に
描
か
れ
て
い
る

着
物
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
日
本
人
は
さ
ま

ざ
ま
な
努
力
と
研
究
を
重
ね
、
他
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
着
物
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
こ
れ
ら
の
着
物
を
全
く
自
分
の

も
の
と
し
て
し
ま
わ
れ
た
た
め
に
、

着
物
は
日
本
人
の
命
の
象
徴
と
な
る

ま
で
に
至
っ
た
の
で
す
。

　
今
や
我
々
は
互
い
の
経
験
を
分
か

ち
合
っ
て
豊
か
に
な
り
、
若
い
世
代

の
人
々
に
自
分
の
国
の
慣
習
、
特
質

文
化
、
生
産
方
法
等
を
知
る
機
会
を

与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
上
に

住
む
人
類
の
す
べ
て
に
ほ
と
ん
ど
無

限
の
可
能
性
を
示
し
、
永
続
的
な
深

い
相
互
理
解
の
精
神
で
生
き
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

抄）

永
続
的
な
相
互
理
解
を

　
　
　
　
　
　
コ
モ
市
長
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
パ
リ
ー
ノ

　
私
ど
も
コ
モ
市
の
使
節
団
は
、
皆

様
方
の
産
業
田
園
文
化
都
市
の
地
に

初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
使

節
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
助
役
リ
ガ
モ

ン
テ
ィ
、
市
議
会
議
員
オ
ス
テ
ィ
ネ

ッ
リ
、
コ
モ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

マ
ッ
テ
ウ
ッ
チ
ほ
か
、
若
者
の
特
徴

で
あ
る
あ
の
す
ば
ら
し
い
直
観
力
に

よ
っ
て
十
日
町
の
若
者
に
最
初
に
友

好
的
な
メ
ッ
セ
：
ジ
を
送
っ
た
、
あ

る
意
味
で
は
理
想
的
な
先
駆
者
、
ラ

ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

日
本
海
の
大
海
原
の
波
に
洗
わ
れ
、

流
れ
て
き
た
ビ
ン
の
よ
う
で
あ
っ
た

最
初
の
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
十
日

町
の
天
使
幼
稚
園
の
園
長
を
長
い
間

勤
め
ら
れ
た
進
取
の
気
性
に
富
む
、

ラ
イ
モ
ン
ド
・
カ
メ
リ
ー
二
神
父
の

手
に
よ
っ
て
好
運
に
も
拾
い
上
げ
ら

れ
、
両
市
の
き
ず
な
を
結
ぶ
ま
こ
と

に
効
果
的
な
ひ
と
機
の
織
布
と
な
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
は
こ
れ
ま
で
に
、
は
る

ば
る
と
コ
モ
市
を
訪
問
さ
れ
、
経
済

界
や
文
化
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
秀
れ
た
代
表
団
を
派
遣
さ
れ
ま
し

た
．
十
日
町
市
の
使
節
団
の
皆
様
は

コ
モ
市
民
と
交
流
を
図
ら
れ
、
イ
タ

リ
ア
全
土
か
ら
コ
モ
市
に
移
り
住
ん

で
い
る
色
々
な
タ
イ
プ
の
コ
モ
市
民

や
、
彼
等
の
習
慣
や
芸
術
面
や
技
術

面
で
の
文
化
や
歴
史
、
宗
教
の
歴
史

を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
垣
間
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
偉
大
な
日
本
列
島
の
文
化
は
、
は

か
り
知
れ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
ち
、

象
徴
主
義
と
自
然
崇
拝
が
融
合
し
た

各
種
の
教
育
の
影
響
を
受
け
て
、
豊

か
な
多
様
性
と
あ
ざ
や
か
な
対
照
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
見
地
か
ら
、

伝
統
美
に
あ
ふ
れ
粋
を
こ
ら
し
た
着

物
の
生
産
に
お
け
る
十
日
町
市
の
卓

越
性
は
特
に
こ
の
日
本
人
の
能
力
を

示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
小
説
「
雪
国
」
の
著
者
で
あ
る
有

名
な
川
端
康
成
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

ロ
：
ヤ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
折
に
着
ら
れ
た

着
物
は
、
七
世
紀
か
ら
十
世
紀
の
間

に
墳
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
中
国
の
唐

時
代
に
典
型
的
な
埴
輪
の
着
物
や
、

十
一
世
紀
に
中
国
の
蒙
古
の
国
境
で

（公式レセプション挨拶から
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ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
姉
妹
提
携

　
　
　
　
　
i
民
間
交
流
の
第
一
弾
1

11日

　
昨
年
十
月
の
コ
モ
訪
問
以
来
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
た
十
目
町
・
i
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
　
（
大
島
敬
策
会
長
）
と

コ
モ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
マ
ッ
テ

ウ
ッ
チ
会
長
）
の
姉
妹
都
市
の
調
印

式
が
十
一
日
・
農
協
福
祉
会
館
で
行

わ
れ
、
今
後
の
友
情
を
誓
い
あ
い
ま

し
た
。
コ
モ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は

イ
タ
リ
ア
で
も
最
も
古
い
ク
ラ
ブ
で

す
が
、
マ
ッ
テ
ウ
ッ
チ
会
長
は
「
こ

の
友
情
を
大
切
に
し
、
両
国
家
間
の

交
流
を
こ
え
て
よ
り
素
晴
ら
し
い
友

情
の
実
を
結
ば
せ
よ
う
」
と
喜
び
を

語
っ
て
h
ま
し
た
。
民
間
レ
ベ
ル
で

の
実
質
的
な
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

熱
唱
に
涙
…
…
…
九
日
・
夜

　
　
　
　
　
ー
今
井
久
仁
恵
リ
サ
イ
タ
ル
ー

　
九
日
夜
、
市
民
会
館
で
は
、
世
界

的
な
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
・
今
井
久
仁
恵

リ
サ
イ
タ
ル
「
日
本
と
イ
タ
リ
ア
を

歌
う
」
が
開
か
れ
、
会
場
は
補
助
椅

子
を
用
意
す
る
ほ
ど
の
超
満
員
。
今

井
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
声
量
と
情
感

あ
ふ
れ
る
歌
い
か
た
に
聴
衆
は
酔
い

し
れ
「
約
束
」
を
歌
う
こ
ろ
に
は
目

頭
を
押
え
る
人
も
で
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
、
十
日
町
入
り
し

た
ば
か
り
の
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ

ん
が
き
も
の
姿
で
花
束
を
贈
り
、
花

を
添
え
て
い
ま
し
た
。
十
日
町
で
の

リ
サ
イ
タ
ル
を
終
え
て
今
井
さ
ん
は

「
素
晴
ら
し
い
聴
衆
の
前
で
歌
え
て

う
れ
し
い
。
十
日
町
に
は
東
京
に
な

い
心
が
あ
り
ま
す
。
私
を
姉
妹
人
間

に
し
て
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

、
つ未来へ挑戦しよ

～コモ市長・成人式で激励～

　
最
初
の
公
式
行
事
「
成
人
式
」
に

出
席
し
た
一
行
は
、
振
り
袖
姿
の
女

性
で
花
が
開
い
た
よ
う
な
場
内
に
感

激
し
、
挨
拶
に
立
っ
た
ス
パ
リ
ー
ノ

市
長
は
「
イ
タ
リ
ア
で
は
成
人
の
お

祝
い
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
友
達
や
家

族
で
し
か
行
な
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
ひ
き
か
え
日
本
で
は
日
本
の
伝
統

に
の
っ
と
っ
た
人
生
の
区
切
り
の
き

ら
び
や
か
な
儀
式
と
祭
典
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
式
の
中
に
、
私
は
日

本
文
化
の
二
つ
の
は
っ
き
り
し
た
特

徴
を
見
ま
す
。
一
つ
は
日
本
の
典
型

レセプションに参加して

　名ケ山小2年尾身礼子

的
な
価
値
と
も
言
う
べ
き
強
い
連
帯

感
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
“
祭
り
”

へ
の
嗜
好
性
で
す
。
〃
祭
り
”
に
よ

っ
て
喜
び
あ
い
、
豊
か
に
さ
れ
、
仲

問
の
支
え
と
激
励
と
熱
意
を
融
合
し

て
、
地
域
の
伝
統
と
な
り
、
自
分
の

人
格
を
も
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
こ
と
が
社
会
闘
争
に
長
い
間
苦

る
し
ん
で
き
た
イ
タ
リ
ア
人
の
胸
を

打
ち
ま
す
。
十
日
町
市
と
コ
モ
市
の

未
来
の
発
展
の
中
心
に
な
る
の
は
若

者
の
皆
さ
ん
で
す
。
若
者
の
皆
さ
ん
、

未
来
と
い
う
目
標
へ
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。
未
来
の
主
役
、
そ
れ
は
、
あ

な
た
方
若
者
で
す
」
と
話
し
、
さ
か

ん
な
拍
手
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

出
発
前
に

リ
ガ
モ
ン
テ
ィ
助
役
は

　
大
変
な
歓
迎
を
受
け
て
本
当
に
嬉

れ
し
か
っ
た
。
別
か
れ
る
の
は
残
念

だ
が
、
こ
の
別
れ
は
つ
ぎ
の
よ
り
密

接
な
関
係
を
作
る
た
め
の
新
し
い
出

発
だ
。
若
者
と
の
懇
談
会
も
意
義
深

　
五
月
十
一
日
に
イ
タ
リ
、
ア
の
か
ん

げ
い
会
に
行
き
ま
し
た
。
名
ヶ
山
小

学
校
が
え
ら
ば
れ
て
、
わ
た
し
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
十
日

町
市
の
だ
い
ひ
ょ
う
な
の
で
ぎ
ょ
う

ぎ
を
よ
く
し
な
い
と
い
け
な
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
会
じ
ょ
う
に
は
司

会
の
人
や
ラ
ッ
パ
を
ふ
く
人
な
ど
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
か
ん
げ
い
会
が
は
じ
ま
っ
て
、
十

日
町
市
長
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
し
ょ
う
か
い

さ
れ
て
は
く
し
ゅ
を
た
く
さ
ん
し
ま

い
も
の
が
あ
っ
た
。
今
回
の
使
節
団

の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
同
じ
よ
う
な
印

象
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
十
日

町
市
民
は
、
親
切
で
フ
ラ
ン
ク
な
市

民
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
上
品
で
あ
り
、

尊
敬
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
民

で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
人
間
性
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

　
二
～
三
日
で
日
本
料
理
に
な
れ
る

こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。
サ
ッ
パ

リ
し
た
料
理
と
コ
ッ
テ
リ
し
た
料
理

の
違
い
が
あ
る
。
米
は
素
晴
ら
し
い

食
品
だ
と
思
う
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は

お
か
ゆ
に
し
て
食
べ
て
お
り
、
．
日
本

の
よ
う
な
食
べ
か
た
に
は
す
ぐ
に
は

な
じ
め
な
い
。
今
ま
で
一
度
も
魚
を

生
の
状
態
で
食
べ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
が
、
日
本
の
料
理
の
中
で
、
ま
ぐ

ろ
の
さ
し
み
が
一
番
お
い
し
か
っ
た
。リガモンティ助役

し
た
。
つ
ぎ
に
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス

パ
リ
ー
ノ
市
長
さ
ん
の
お
話
を
き
い

た
け
れ
ど
、
イ
タ
リ
ア
語
で
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
次
に
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
わ
た
し
っ
こ
を
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
「
い
い
な
あ
」
と
思
い
ま

し
た
。
か
ん
げ
い
会
が
お
わ
っ
て
そ

と
に
出
ま
し
た
。
少
し
休
ん
で
い
る

と
ラ
ウ
ラ
さ
ん
と
い
う
人
が
出
て
き
．

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
ラ
ウ
ラ
さ
ん

と
あ
く
手
を
し
ま
し
た
。
手
が
す
べ

す
べ
し
て
気
も
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。
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青
年
交
流
の

＋
日
町
市
長

　
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん
で
以
来
、

初
め
て
ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
を
団
長
と

す
る
公
式
使
節
団
を
お
迎
え
し
、
心

か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
十
月
に
コ
モ
市
を
訪

問
し
、
二
つ
の
事
に
大
き
な
感
激
を

覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
コ
モ
市
の

伝
統
的
な
風
物
や
長
い
歴
史
に
彩
ら

れ
た
由
緒
あ
る
建
物
が
、
大
切
に
保

諸旦
　ノ、

里体

正化

典を

存
さ
れ
、
コ
モ
市
の
美
し
い
自
然
と

見
事
に
調
和
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、

繊
維
学
院
で
千
五
百
人
も
の
若
者
が
、

絹
と
い
う
古
典
的
な
素
材
を
現
代
に

活
か
す
た
め
、
染
色
に
織
物
に
、
あ

る
い
は
デ
ザ
イ
ン
に
真
摯
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
を
つ
ぶ
さ
に
拝
見
す
る

こ
と
が
で
ぎ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
か
つ
て
都
市
は
豊
か

　　　　　　　　F　－　　　一　　　　　　　　　丁　甲　Y　　　　　吼　　　　1
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　十日町市からは“友禅の壁かけ・などが

　コモ市からは“装飾用の髪飾り・などを

な
個
性
と
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
に
都
市
は
個

性
を
失
い
、
日
本
中
の
都
市
が
、
・
、

二
東
京
と
な
り
、
結
局
少
し
で
も
大

き
い
都
市
が
少
し
で
も
よ
い
都
市
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

産
業
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え

ま
す
。
都
市
も
産
業
も
企
業
も
人
も

「
本
人
ら
し
さ
」
を
失
い
、
　
「
生

き
残
り
に
く
さ
」
だ
け
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　
風
土
は
文
化
を
育
て
ま
す
。
そ
の

土
地
の
風
、
光
、
土
、
水
は
、
そ
の

土
地
だ
け
の
産
物
と
、
そ
の
土
地
だ

け
の
生
き
方
の
知
恵
を
生
み
ま
す
。

そ
の
土
地
だ
け
の
「
産
物
」
と
「
知

恵
」
は
そ
の
土
地
だ
け
の
文
化
を
育

て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
き
残
る
産
業

は
風
土
を
大
切
に
し
た
産
業
だ
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
は
コ
モ
市
の
訪
問
で
、
か
た
く

な
な
ま
で
に
風
土
と
歴
史
と
伝
統
を

大
切
に
し
、
そ
れ
を
命
が
け
で
守
っ

て
い
る
コ
モ
市
民
に
ふ
れ
て
、
．
】
れ

か
ら
の
十
日
町
市
の
在
り
方
に
つ
い

て
極
め
て
大
き
な
示
唆
を
受
け
ま
し

た
。
十
日
町
市
は
も
う
追
随
の
発
想

を
捨
て
自
分
だ
け
の
も
の
の
発
想
を

育
て
て
ゆ
き
ま
す
。
十
日
町
市
が
目

標
と
す
る
産
業
田
園
文
化
都
市
の
構

築
こ
そ
そ
の
根
幹
で
す
。
そ
の
意
味

で
も
、
十
日
町
市
が
コ
モ
市
と
姉
妹

都
市
で
あ
る
こ
と
は
、
大
き
な
価
値

を
も
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
の

恩
恵
と
伝
統
的
技
術
と
文
化
を
函
養

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

生
産
基
地
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位

を
持
ち
続
け
て
い
る
コ
モ
市
の
在
り

方
こ
そ
私
達
の
学
ぶ
べ
き
指
標
で
す
。

　
前
回
訪
問
の
折
、
ス
パ
リ
；
ノ
市

長
は
「
若
者
の
交
流
」
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
、
今
回
、
ラ
ウ
ラ
．
ケ
レ
リ

チ
さ
ん
を
帯
同
さ
れ
ま
し
た
。
両
市

の
若
者
の
交
流
は
多
大
な
財
政
的
負

担
を
必
要
と
し
、
財
政
事
情
に
悩
む

地
方
小
自
治
体
に
と
っ
て
そ
れ
は
決

し
て
軽
微
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
つ
ぎ
に
当
市
が
コ
モ
市
へ

使
節
団
を
送
る
時
に
は
、
若
者
を
同

行
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。
㎜
若

者
の
交
流
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
第

一
歩
と
し
、
よ
り
積
極
的
で
効
率
の

高
い
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
参
り
た
》
、
一
存
じ
ま
す
。
両

市
の
英
知
と
若
者
へ
の
期
待
は
必
ず

や
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
も
の
で

あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
，

発
見
さ
れ
た
仏
石
に
描
か
れ
て
い
る

着
物
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
日
本
人
は
さ
ま

ざ
ま
な
努
力
と
研
究
を
重
ね
、
他
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
着
物
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
こ
れ
ら
の
着
物
を
全
く
自
分
の

も
の
と
し
て
し
ま
わ
れ
た
た
め
に
、

着
物
は
日
本
人
の
命
の
象
徴
と
な
る

ま
で
に
至
っ
た
の
で
す
。

　
今
や
我
々
は
互
い
の
経
験
を
分
か

ち
合
っ
て
豊
か
に
な
り
、
若
い
世
代

の
人
々
に
自
分
の
国
の
慣
習
、
特
質

文
化
、
生
産
方
法
等
を
知
る
機
会
を

与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
上
に

住
む
人
類
の
す
べ
て
に
ほ
と
ん
ど
無

限
の
可
能
性
を
示
し
、
永
続
的
な
深

い
相
互
理
解
の
精
神
で
生
き
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

抄）

永
続
的
な
相
互
理
解
を

　
　
　
　
　
　
コ
モ
市
長
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
パ
リ
ー
ノ

　
私
ど
も
コ
モ
市
の
使
節
団
は
、
皆

様
方
の
産
業
田
園
文
化
都
市
の
地
に

初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
使

節
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
助
役
リ
ガ
モ

ン
テ
ィ
、
市
議
会
議
員
オ
ス
テ
ィ
ネ

ッ
リ
、
コ
モ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

マ
ッ
テ
ウ
ッ
チ
ほ
か
、
若
者
の
特
徴

で
あ
る
あ
の
す
ば
ら
し
い
直
観
力
に

よ
っ
て
十
日
町
の
若
者
に
最
初
に
友

好
的
な
メ
ッ
セ
：
ジ
を
送
っ
た
、
あ

る
意
味
で
は
理
想
的
な
先
駆
者
、
ラ

ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

日
本
海
の
大
海
原
の
波
に
洗
わ
れ
、

流
れ
て
き
た
ビ
ン
の
よ
う
で
あ
っ
た

最
初
の
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
十
日

町
の
天
使
幼
稚
園
の
園
長
を
長
い
間

勤
め
ら
れ
た
進
取
の
気
性
に
富
む
、

ラ
イ
モ
ン
ド
・
カ
メ
リ
ー
二
神
父
の

手
に
よ
っ
て
好
運
に
も
拾
い
上
げ
ら

れ
、
両
市
の
き
ず
な
を
結
ぶ
ま
こ
と

に
効
果
的
な
ひ
と
機
の
織
布
と
な
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
は
こ
れ
ま
で
に
、
は
る

ば
る
と
コ
モ
市
を
訪
問
さ
れ
、
経
済

界
や
文
化
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
秀
れ
た
代
表
団
を
派
遣
さ
れ
ま
し

た
．
十
日
町
市
の
使
節
団
の
皆
様
は

コ
モ
市
民
と
交
流
を
図
ら
れ
、
イ
タ

リ
ア
全
土
か
ら
コ
モ
市
に
移
り
住
ん

で
い
る
色
々
な
タ
イ
プ
の
コ
モ
市
民

や
、
彼
等
の
習
慣
や
芸
術
面
や
技
術

面
で
の
文
化
や
歴
史
、
宗
教
の
歴
史

を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
垣
間
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
偉
大
な
日
本
列
島
の
文
化
は
、
は

か
り
知
れ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
ち
、

象
徴
主
義
と
自
然
崇
拝
が
融
合
し
た

各
種
の
教
育
の
影
響
を
受
け
て
、
豊

か
な
多
様
性
と
あ
ざ
や
か
な
対
照
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
見
地
か
ら
、

伝
統
美
に
あ
ふ
れ
粋
を
こ
ら
し
た
着

物
の
生
産
に
お
け
る
十
日
町
市
の
卓

越
性
は
特
に
こ
の
日
本
人
の
能
力
を

示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
小
説
「
雪
国
」
の
著
者
で
あ
る
有

名
な
川
端
康
成
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

ロ
：
ヤ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
折
に
着
ら
れ
た

着
物
は
、
七
世
紀
か
ら
十
世
紀
の
間

に
墳
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
中
国
の
唐

時
代
に
典
型
的
な
埴
輪
の
着
物
や
、

十
一
世
紀
に
中
国
の
蒙
古
の
国
境
で
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ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
姉
妹
提
携

　
　
　
　
　
i
民
間
交
流
の
第
一
弾
1

11日

　
昨
年
十
月
の
コ
モ
訪
問
以
来
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
た
十
目
町
・
i
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
　
（
大
島
敬
策
会
長
）
と

コ
モ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
マ
ッ
テ

ウ
ッ
チ
会
長
）
の
姉
妹
都
市
の
調
印

式
が
十
一
日
・
農
協
福
祉
会
館
で
行

わ
れ
、
今
後
の
友
情
を
誓
い
あ
い
ま

し
た
。
コ
モ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は

イ
タ
リ
ア
で
も
最
も
古
い
ク
ラ
ブ
で

す
が
、
マ
ッ
テ
ウ
ッ
チ
会
長
は
「
こ

の
友
情
を
大
切
に
し
、
両
国
家
間
の

交
流
を
こ
え
て
よ
り
素
晴
ら
し
い
友

情
の
実
を
結
ば
せ
よ
う
」
と
喜
び
を

語
っ
て
h
ま
し
た
。
民
間
レ
ベ
ル
で

の
実
質
的
な
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

熱
唱
に
涙
…
…
…
九
日
・
夜

　
　
　
　
　
ー
今
井
久
仁
恵
リ
サ
イ
タ
ル
ー

　
九
日
夜
、
市
民
会
館
で
は
、
世
界

的
な
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
・
今
井
久
仁
恵

リ
サ
イ
タ
ル
「
日
本
と
イ
タ
リ
ア
を

歌
う
」
が
開
か
れ
、
会
場
は
補
助
椅

子
を
用
意
す
る
ほ
ど
の
超
満
員
。
今

井
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
声
量
と
情
感

あ
ふ
れ
る
歌
い
か
た
に
聴
衆
は
酔
い

し
れ
「
約
束
」
を
歌
う
こ
ろ
に
は
目

頭
を
押
え
る
人
も
で
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
、
十
日
町
入
り
し

た
ば
か
り
の
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ

ん
が
き
も
の
姿
で
花
束
を
贈
り
、
花

を
添
え
て
い
ま
し
た
。
十
日
町
で
の

リ
サ
イ
タ
ル
を
終
え
て
今
井
さ
ん
は

「
素
晴
ら
し
い
聴
衆
の
前
で
歌
え
て

う
れ
し
い
。
十
日
町
に
は
東
京
に
な

い
心
が
あ
り
ま
す
。
私
を
姉
妹
人
間

に
し
て
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

、
つ未来へ挑戦しよ

～コモ市長・成人式で激励～

　
最
初
の
公
式
行
事
「
成
人
式
」
に

出
席
し
た
一
行
は
、
振
り
袖
姿
の
女

性
で
花
が
開
い
た
よ
う
な
場
内
に
感

激
し
、
挨
拶
に
立
っ
た
ス
パ
リ
ー
ノ

市
長
は
「
イ
タ
リ
ア
で
は
成
人
の
お

祝
い
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
友
達
や
家

族
で
し
か
行
な
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
ひ
き
か
え
日
本
で
は
日
本
の
伝
統

に
の
っ
と
っ
た
人
生
の
区
切
り
の
き

ら
び
や
か
な
儀
式
と
祭
典
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
式
の
中
に
、
私
は
日

本
文
化
の
二
つ
の
は
っ
き
り
し
た
特

徴
を
見
ま
す
。
一
つ
は
日
本
の
典
型

レセプションに参加して

　名ケ山小2年尾身礼子

的
な
価
値
と
も
言
う
べ
き
強
い
連
帯

感
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
“
祭
り
”

へ
の
嗜
好
性
で
す
。
〃
祭
り
”
に
よ

っ
て
喜
び
あ
い
、
豊
か
に
さ
れ
、
仲

問
の
支
え
と
激
励
と
熱
意
を
融
合
し

て
、
地
域
の
伝
統
と
な
り
、
自
分
の

人
格
を
も
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
こ
と
が
社
会
闘
争
に
長
い
間
苦

る
し
ん
で
き
た
イ
タ
リ
ア
人
の
胸
を

打
ち
ま
す
。
十
日
町
市
と
コ
モ
市
の

未
来
の
発
展
の
中
心
に
な
る
の
は
若

者
の
皆
さ
ん
で
す
。
若
者
の
皆
さ
ん
、

未
来
と
い
う
目
標
へ
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。
未
来
の
主
役
、
そ
れ
は
、
あ

な
た
方
若
者
で
す
」
と
話
し
、
さ
か

ん
な
拍
手
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

出
発
前
に

リ
ガ
モ
ン
テ
ィ
助
役
は

　
大
変
な
歓
迎
を
受
け
て
本
当
に
嬉

れ
し
か
っ
た
。
別
か
れ
る
の
は
残
念

だ
が
、
こ
の
別
れ
は
つ
ぎ
の
よ
り
密

接
な
関
係
を
作
る
た
め
の
新
し
い
出

発
だ
。
若
者
と
の
懇
談
会
も
意
義
深

　
五
月
十
一
日
に
イ
タ
リ
、
ア
の
か
ん

げ
い
会
に
行
き
ま
し
た
。
名
ヶ
山
小

学
校
が
え
ら
ば
れ
て
、
わ
た
し
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
十
日

町
市
の
だ
い
ひ
ょ
う
な
の
で
ぎ
ょ
う

ぎ
を
よ
く
し
な
い
と
い
け
な
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
会
じ
ょ
う
に
は
司

会
の
人
や
ラ
ッ
パ
を
ふ
く
人
な
ど
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
か
ん
げ
い
会
が
は
じ
ま
っ
て
、
十

日
町
市
長
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
し
ょ
う
か
い

さ
れ
て
は
く
し
ゅ
を
た
く
さ
ん
し
ま

い
も
の
が
あ
っ
た
。
今
回
の
使
節
団

の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
同
じ
よ
う
な
印

象
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
十
日

町
市
民
は
、
親
切
で
フ
ラ
ン
ク
な
市

民
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
上
品
で
あ
り
、

尊
敬
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
民

で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
人
間
性
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

　
二
～
三
日
で
日
本
料
理
に
な
れ
る

こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。
サ
ッ
パ

リ
し
た
料
理
と
コ
ッ
テ
リ
し
た
料
理

の
違
い
が
あ
る
。
米
は
素
晴
ら
し
い

食
品
だ
と
思
う
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は

お
か
ゆ
に
し
て
食
べ
て
お
り
、
．
日
本

の
よ
う
な
食
べ
か
た
に
は
す
ぐ
に
は

な
じ
め
な
い
。
今
ま
で
一
度
も
魚
を

生
の
状
態
で
食
べ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
が
、
日
本
の
料
理
の
中
で
、
ま
ぐ

ろ
の
さ
し
み
が
一
番
お
い
し
か
っ
た
。リガモンティ助役

し
た
。
つ
ぎ
に
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス

パ
リ
ー
ノ
市
長
さ
ん
の
お
話
を
き
い

た
け
れ
ど
、
イ
タ
リ
ア
語
で
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
次
に
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
わ
た
し
っ
こ
を
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
「
い
い
な
あ
」
と
思
い
ま

し
た
。
か
ん
げ
い
会
が
お
わ
っ
て
そ

と
に
出
ま
し
た
。
少
し
休
ん
で
い
る

と
ラ
ウ
ラ
さ
ん
と
い
う
人
が
出
て
き
．

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
ラ
ウ
ラ
さ
ん

と
あ
く
手
を
し
ま
し
た
。
手
が
す
べ

す
べ
し
て
気
も
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。



糊㎜

　　民踊流しで最高潮に

ビ
ハ
”
コ
モ

　
　
　
　
　
ビ
ハ
”
十
日
町

ラウラさんも大太鼓に挑戦

　　　　　　きもののつどい
　　きもののつどいの会場は2千人のきもの姿の市民で

　　埋まり、一行はあでやかなきものショーに見入って

　　いました。また、会場隣りの茶席にも足を運び、キ

、チンと正座してお茶もたしなみました・応
れ
あ
い
の

　
　
輪
が

　
　
　
　
　
ひ
ろ
が
つ
て

　臼本の伝統技術に興味
　　　　　　　　　　　　一工場見学一

　関芳織物の工場見学では手描き友禅、箔おき、

しぼりなど日本伝統の技術に興味を示し、きもの

に被を通してご満悦の様子でした。

イ
タ
リ
ア
展
会
場
で
は
献
血
も

日本の武道の神髄にもふれて

う
な
ヨ
ぐ
ロ
ゑ
る
ユ
む
さ
ゆ
ゆ
ヨ
さ
ヨ
ひ
ゅ
ひ
の
ヨ
し
ヨ
ヨ
の
ヨ
ひ
コ
ぜ
む
オ
ユ
ロ
じ
ご
ヨ
げ
の
さ
ロ
ロ
さ
ロ
コ
ロ
コ
ご
む
ロ
コ
じ
む
ご
む
ヨ
ロ
ロ
ロ
ヨ
ロ
さ
ヨ
ロ
サ
ロ
ピ
コ
サ
ゆ
る
ヨ
ヨ
ち
ロ
さ
ロ
コ
ゆ

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

｝
　
コ
モ
使
節
団
は
、
十
臼
町
に
滞
在
し
た
三
日
間
、
精
力
的
に
皿

僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

…
公
式
日
程
を
こ
な
し
、
各
所
で
市
民
の
大
歓
迎
を
受
け
、
延
一
…

…
万
人
余
の
市
民
と
温
い
交
流
の
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
　
　
　
　
…

｝
　
き
も
の
の
つ
ど
い
、
歩
行
者
天
国
、
民
踊
流
し
、
武
道
館
、
　
…

…
工
場
見
学
な
ど
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
一
コ
マ
を
写
真
で
追
っ
…

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

榊
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

珠
川
の
蟹
舎
に
も
足
を
運
ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　『　　一　　『　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　一　　　　　　一　一　　　　　　　　　『　　　　　　　　『　　一
　『
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一強罷■■頚一一
　　　ラウラ・木内仲良くケーキに青年学級交流合

歩
　
十
目
町
市
と
コ
モ
市
の
姉
妹
都
市

の
未
来
の
発
展
の
中
心
に
な
る
の
は

両
市
の
若
者
で
す
．

　
昨
年
の
十
月
、
コ
モ
市
訪
問
の
際

合
意
に
達
し
た
「
若
者
の
交
流
」
は

今
回
着
実
な
歩
み
を
み
せ
ま
し
た
。

　
コ
モ
市
か
ら
は
、
木
内
聴
子
さ
ん

と
六
年
間
文
通
を
続
け
て
い
る
ラ
ウ

ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ
ん
や
一
橋
大
学
に

留
学
中
の
コ
ラ
ー
ド
・
モ
ル
テ
ィ
ー

二
さ
ん
ら
が
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
に

加
え
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
公
式
日

程
の
中
に
、
成
人
式
へ
の
参
加
、
十

中
訪
問
、
十
高
生
、
青
年
学
級
生
と

の
交
流
会
、
名
ケ
山
小
児
童
の
公
式

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
出
席
な
ど
青
少
年
と

の
交
流
の
機
会
が
キ
メ
細
か
く
盛
り

こ
ま
れ
ま
し
た
。

　
若
者
の
交
流
は
多
大
な
財
政
的
負

担
を
と
も
な
い
ま
す
が
、
今
回
の
交

流
を
第
一
歩
と
し
、
よ
り
積
極
的
で

効
率
の
高
い
具
体
的
な
方
法
の
検
討

の
時
期
に
入
っ
た
と
い
え
ま
す
。

交
通
の
一

粒
の
種
が
大
き
な
芽
に

ー
ラ
ウ
ラ
・
十
高
訪
問
1

　
＋
一
日
、
今
回
の
使
節
団
の
最
年

少
者
、
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ
ん
（
十

五
歳
）
は
、
六
年
来
の
ペ
ン
フ
レ
ン

ド
、
木
内
聴
子
さ
ん
の
十
目
町
高
校

一
年
二
組
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
年
二

組
で
は
、
生
徒
代
表
の
長
田
君
、
担

任
の
前
田
先
生
が
、
ラ
ウ
ラ
さ
ん
に

も
良
く
聞
き
と
れ
る
イ
タ
リ
ア
語
で

挨
拶
し
、
サ
ン
タ
ル
チ
ア
の
大
合
唱

で
迎
え
ま
し
た
。
歓
迎
に
答
え
て
ラ

ウ
ラ
さ
ん
は
コ
日
も
早
く
十
日
町

と
十
日
町
高
校
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
事
が
実
現
で
き
て
う
れ
し
い
。

十
目
町
は
手
紙
で
は
良
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
が
美
し
い
町
だ
。
今
度
は

皆
さ
ん
が
コ
モ
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
ペ
ン

パ
ル
の
木
内
さ
ん
と
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト

を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
イ

ス
と
り
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
な
ど
、
言

葉
の
障
害
を
超
え
た
、
高
校
生
ら
し

い
さ
わ
や
か
な
交
流
が
続
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
六
年
前
に
始
ま
っ
た
、
コ
モ
と
十

日
町
を
結
ぶ
、
文
通
と
い
う
ほ
ん
の

ち
っ
ち
ゃ
な
種
が
、
両
市
の
友
情
と

若
者
の
交
流
を
一
層
深
め
る
大
き
な

芽
に
な
り
、
今
後
、
た
く
ま
し
く
成

長
し
て
い
く
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
心

の
こ
も
っ
た
交
流
会
で
あ
り
、
参
加

者
の
全
員
が
、
イ
タ
リ
ア
と
コ
モ
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
全
校
生
徒
に
よ
る
体
育
館
で
の
歓

迎
、
そ
の
中
で
生
徒
会
長
の
吉
沢
君

は
「
使
節
団
が
来
ら
れ
た
こ
と
の
感

激
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
十
日
町

と
コ
モ
両
市
が
、
昔
の
“
シ
ル
ク
・

ー
ド
”
に
も
似
た
長
い
道
の
り
に
よ

っ
て
結
ば
れ
て
い
る
と
し
て
、
文
化

の
交
流
が
な
さ
れ
、
両
市
民
も
そ
の

道
を
旅
す
る
も
の
と
考
え
る
と
、
一

度
は
コ
モ
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
生

徒
を
代
表
し
て
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、

そ
の
後
一
行
は
伝
統
の
あ
る
十
中
の

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
観
察
し
ま

し
た
。

青
年
交
流
の
具
体
的
提
案
が

　
　
　
　
　
青
年
学
級
と
の
交
流
会
で

十日町中学

意
気
高
い
…

　
　
　
＋
日
町
中
を
視
察

　
「
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
学
校

に
と
っ
て
も
、
素
晴
ら
し
い
機
会
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
」
と
い
わ
れ
た
の

は
、
仲
校
長
先
生
。
教
育
目
標
に
い

う
”
知
性
と
気
は
く
に
富
み
、
社
会

性
豊
か
で
自
主
的
な
生
徒
”
の
み
な

さ
ん
が
、
規
律
あ
る
な
か
で
、
一
行

を
歓
迎
し
た
こ
と
は
、
十
日
町
中
学

校
に
と
っ
て
、
新
し
い
歴
史
が
積
み

あ
げ
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
の
コ
モ
市
訪
問
の
大
き
な
テ

ー
マ
で
あ
っ
た
青
年
交
流
が
十
二
日

に
実
現
し
ま
し
た
．
交
流
会
に
は
、

十
目
町
青
年
学
級
生
（
柳
伊
佐
夫
自

治
会
長
）
な
ど
二
十
六
名
と
コ
モ
市

側
か
ら
ラ
ウ
ラ
さ
ん
、
コ
ラ
ー
ド
さ

ん
（
一
橋
大
留
学
中
）
、
チ
ェ
ッ
テ

ィ
議
員
、
リ
ガ
モ
ン
テ
ィ
助
役
な
ど

六
人
。
こ
の
日
の
た
め
に
勉
強
会
を

開
い
て
準
備
を
進
め
て
い
た
学
級
生

か
ら
「
イ
タ
リ
ア
で
の
女
性
の
地
位

・
や
労
働
条
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」

「
デ
ザ
イ
ン
や
プ
リ
ン
ト
の
技
術
を

学
び
た
い
」
　
「
き
も
の
を
着
て
み
た

ラ
ウ
ラ
さ
ん
の
感
想
は
」
　
「
コ
モ
市

の
青
年
団
体
と
交
流
を
図
り
た
い
」

な
ど
活
発
な
質
問
が
あ
び
せ
ら
れ
、

コ
モ
市
側
か
ら
「
コ
モ
市
で
は
今
年

の
十
月
に
青
年
受
け
入
れ
の
準
備
が

整
う
．
具
体
的
に
は
　
一
、
化
学
、

二
、
デ
ザ
イ
ン
、
三
、
織
物
技
術

（
染
色
）
の
三
コ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
、

大
学
も
専
問
学
校
も
あ
り
、
す
で
に

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
二
十
人
が
留
学
し

て
い
る
」
と
具
体
的
な
提
案
が
な
さ

れ
、
青
年
学
級
と
交
流
す
る
コ
モ
青

年
団
体
の
紹
介
も
約
束
さ
れ
ま
し
た
．

交
流
会
を
終
え
て
青
級
生
の
玉
田
君

は
「
充
実
し
た
交
流
会
だ
っ
た
。
こ

れ
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
今
後
は
定
期
的

に
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
コ
モ
に
で

か
け
て
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
団
体
と
息
の
長
い
交
流

を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



糊㎜

　　民踊流しで最高潮に

ビ
ハ
”
コ
モ

　
　
　
　
　
ビ
ハ
”
十
日
町

ラウラさんも大太鼓に挑戦

　　　　　　きもののつどい
　　きもののつどいの会場は2千人のきもの姿の市民で

　　埋まり、一行はあでやかなきものショーに見入って

　　いました。また、会場隣りの茶席にも足を運び、キ

、チンと正座してお茶もたしなみました・応
れ
あ
い
の

　
　
輪
が

　
　
　
　
　
ひ
ろ
が
つ
て

　臼本の伝統技術に興味
　　　　　　　　　　　　一工場見学一

　関芳織物の工場見学では手描き友禅、箔おき、

しぼりなど日本伝統の技術に興味を示し、きもの

に被を通してご満悦の様子でした。

イ
タ
リ
ア
展
会
場
で
は
献
血
も

日本の武道の神髄にもふれて

う
な
ヨ
ぐ
ロ
ゑ
る
ユ
む
さ
ゆ
ゆ
ヨ
さ
ヨ
ひ
ゅ
ひ
の
ヨ
し
ヨ
ヨ
の
ヨ
ひ
コ
ぜ
む
オ
ユ
ロ
じ
ご
ヨ
げ
の
さ
ロ
ロ
さ
ロ
コ
ロ
コ
ご
む
ロ
コ
じ
む
ご
む
ヨ
ロ
ロ
ロ
ヨ
ロ
さ
ヨ
ロ
サ
ロ
ピ
コ
サ
ゆ
る
ヨ
ヨ
ち
ロ
さ
ロ
コ
ゆ

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

｝
　
コ
モ
使
節
団
は
、
十
臼
町
に
滞
在
し
た
三
日
間
、
精
力
的
に
皿

僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

…
公
式
日
程
を
こ
な
し
、
各
所
で
市
民
の
大
歓
迎
を
受
け
、
延
一
…

…
万
人
余
の
市
民
と
温
い
交
流
の
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
　
　
　
　
…

｝
　
き
も
の
の
つ
ど
い
、
歩
行
者
天
国
、
民
踊
流
し
、
武
道
館
、
　
…

…
工
場
見
学
な
ど
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
一
コ
マ
を
写
真
で
追
っ
…

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

榊
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

珠
川
の
蟹
舎
に
も
足
を
運
ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　『　　一　　『　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　一　　　　　　一　一　　　　　　　　　『　　　　　　　　『　　一
　『
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一強罷■■頚一一
　　　ラウラ・木内仲良くケーキに青年学級交流合

歩
　
十
目
町
市
と
コ
モ
市
の
姉
妹
都
市

の
未
来
の
発
展
の
中
心
に
な
る
の
は

両
市
の
若
者
で
す
．

　
昨
年
の
十
月
、
コ
モ
市
訪
問
の
際

合
意
に
達
し
た
「
若
者
の
交
流
」
は

今
回
着
実
な
歩
み
を
み
せ
ま
し
た
。

　
コ
モ
市
か
ら
は
、
木
内
聴
子
さ
ん

と
六
年
間
文
通
を
続
け
て
い
る
ラ
ウ

ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ
ん
や
一
橋
大
学
に

留
学
中
の
コ
ラ
ー
ド
・
モ
ル
テ
ィ
ー

二
さ
ん
ら
が
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
に

加
え
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
公
式
日

程
の
中
に
、
成
人
式
へ
の
参
加
、
十

中
訪
問
、
十
高
生
、
青
年
学
級
生
と

の
交
流
会
、
名
ケ
山
小
児
童
の
公
式

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
出
席
な
ど
青
少
年
と

の
交
流
の
機
会
が
キ
メ
細
か
く
盛
り

こ
ま
れ
ま
し
た
。

　
若
者
の
交
流
は
多
大
な
財
政
的
負

担
を
と
も
な
い
ま
す
が
、
今
回
の
交

流
を
第
一
歩
と
し
、
よ
り
積
極
的
で

効
率
の
高
い
具
体
的
な
方
法
の
検
討

の
時
期
に
入
っ
た
と
い
え
ま
す
。

交
通
の
一

粒
の
種
が
大
き
な
芽
に

ー
ラ
ウ
ラ
・
十
高
訪
問
1

　
＋
一
日
、
今
回
の
使
節
団
の
最
年

少
者
、
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ
ん
（
十

五
歳
）
は
、
六
年
来
の
ペ
ン
フ
レ
ン

ド
、
木
内
聴
子
さ
ん
の
十
目
町
高
校

一
年
二
組
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
年
二

組
で
は
、
生
徒
代
表
の
長
田
君
、
担

任
の
前
田
先
生
が
、
ラ
ウ
ラ
さ
ん
に

も
良
く
聞
き
と
れ
る
イ
タ
リ
ア
語
で

挨
拶
し
、
サ
ン
タ
ル
チ
ア
の
大
合
唱

で
迎
え
ま
し
た
。
歓
迎
に
答
え
て
ラ

ウ
ラ
さ
ん
は
コ
日
も
早
く
十
日
町

と
十
日
町
高
校
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
事
が
実
現
で
き
て
う
れ
し
い
。

十
目
町
は
手
紙
で
は
良
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
が
美
し
い
町
だ
。
今
度
は

皆
さ
ん
が
コ
モ
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
ペ
ン

パ
ル
の
木
内
さ
ん
と
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト

を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
イ

ス
と
り
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
な
ど
、
言

葉
の
障
害
を
超
え
た
、
高
校
生
ら
し

い
さ
わ
や
か
な
交
流
が
続
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
六
年
前
に
始
ま
っ
た
、
コ
モ
と
十

日
町
を
結
ぶ
、
文
通
と
い
う
ほ
ん
の

ち
っ
ち
ゃ
な
種
が
、
両
市
の
友
情
と

若
者
の
交
流
を
一
層
深
め
る
大
き
な

芽
に
な
り
、
今
後
、
た
く
ま
し
く
成

長
し
て
い
く
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
心

の
こ
も
っ
た
交
流
会
で
あ
り
、
参
加

者
の
全
員
が
、
イ
タ
リ
ア
と
コ
モ
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
全
校
生
徒
に
よ
る
体
育
館
で
の
歓

迎
、
そ
の
中
で
生
徒
会
長
の
吉
沢
君

は
「
使
節
団
が
来
ら
れ
た
こ
と
の
感

激
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
十
日
町

と
コ
モ
両
市
が
、
昔
の
“
シ
ル
ク
・

ー
ド
”
に
も
似
た
長
い
道
の
り
に
よ

っ
て
結
ば
れ
て
い
る
と
し
て
、
文
化

の
交
流
が
な
さ
れ
、
両
市
民
も
そ
の

道
を
旅
す
る
も
の
と
考
え
る
と
、
一

度
は
コ
モ
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
生

徒
を
代
表
し
て
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、

そ
の
後
一
行
は
伝
統
の
あ
る
十
中
の

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
観
察
し
ま

し
た
。

青
年
交
流
の
具
体
的
提
案
が

　
　
　
　
　
青
年
学
級
と
の
交
流
会
で

十日町中学

意
気
高
い
…

　
　
　
＋
日
町
中
を
視
察

　
「
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
学
校

に
と
っ
て
も
、
素
晴
ら
し
い
機
会
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
」
と
い
わ
れ
た
の

は
、
仲
校
長
先
生
。
教
育
目
標
に
い

う
”
知
性
と
気
は
く
に
富
み
、
社
会

性
豊
か
で
自
主
的
な
生
徒
”
の
み
な

さ
ん
が
、
規
律
あ
る
な
か
で
、
一
行

を
歓
迎
し
た
こ
と
は
、
十
日
町
中
学

校
に
と
っ
て
、
新
し
い
歴
史
が
積
み

あ
げ
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
の
コ
モ
市
訪
問
の
大
き
な
テ

ー
マ
で
あ
っ
た
青
年
交
流
が
十
二
日

に
実
現
し
ま
し
た
．
交
流
会
に
は
、

十
目
町
青
年
学
級
生
（
柳
伊
佐
夫
自

治
会
長
）
な
ど
二
十
六
名
と
コ
モ
市

側
か
ら
ラ
ウ
ラ
さ
ん
、
コ
ラ
ー
ド
さ

ん
（
一
橋
大
留
学
中
）
、
チ
ェ
ッ
テ

ィ
議
員
、
リ
ガ
モ
ン
テ
ィ
助
役
な
ど

六
人
。
こ
の
日
の
た
め
に
勉
強
会
を

開
い
て
準
備
を
進
め
て
い
た
学
級
生

か
ら
「
イ
タ
リ
ア
で
の
女
性
の
地
位

・
や
労
働
条
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」

「
デ
ザ
イ
ン
や
プ
リ
ン
ト
の
技
術
を

学
び
た
い
」
　
「
き
も
の
を
着
て
み
た

ラ
ウ
ラ
さ
ん
の
感
想
は
」
　
「
コ
モ
市

の
青
年
団
体
と
交
流
を
図
り
た
い
」

な
ど
活
発
な
質
問
が
あ
び
せ
ら
れ
、

コ
モ
市
側
か
ら
「
コ
モ
市
で
は
今
年

の
十
月
に
青
年
受
け
入
れ
の
準
備
が

整
う
．
具
体
的
に
は
　
一
、
化
学
、

二
、
デ
ザ
イ
ン
、
三
、
織
物
技
術

（
染
色
）
の
三
コ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
、

大
学
も
専
問
学
校
も
あ
り
、
す
で
に

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
二
十
人
が
留
学
し

て
い
る
」
と
具
体
的
な
提
案
が
な
さ

れ
、
青
年
学
級
と
交
流
す
る
コ
モ
青

年
団
体
の
紹
介
も
約
束
さ
れ
ま
し
た
．

交
流
会
を
終
え
て
青
級
生
の
玉
田
君

は
「
充
実
し
た
交
流
会
だ
っ
た
。
こ

れ
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
今
後
は
定
期
的

に
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
コ
モ
に
で

か
け
て
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
団
体
と
息
の
長
い
交
流

を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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給
付
費

　
約
二
億
円
の
伸
び

　
昭
和
五
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
予
算
総
額
は
、
医
療
費
の
増
加
に

よ
っ
て
、
左
図
の
よ
う
に
前
年
度
を

十
三
・
二
育
う
わ
ま
わ
る
十
八
億
七

千
百
二
十
九
万
円
と
い
う
大
型
予
算

に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
二
十
一
・
四
音
伸
び

　
歳
入
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
料
が
六
億

三
千
六
百
六
十
三
万
八
千
円
（
歳
入

全
体
の
三
十
四
都
）
、
国
か
ら
の
補

助
金
が
十
一
億
八
千
百
十
五
万
五
千

円
（
六
十
三
・
一
智
）
で
、
こ
れ
が

主
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
前
年
度
対
比
で
二
十
一

・
四
餌
の
増
と
な
り
、
一
世
帯
当

た
り
で
は
九
万
七
千
三
百
十
四
円
、

一
人
当
た
り
で
は
二
万
九
千
六
十
円

の
保
険
料
に
な
る
見
込
み
で
す
．
こ

の
額
は
、
県
下
百
九
保
険
者
（
市
町

村
）
の
な
か
で
七
十
九
位
と
な
っ
て

し
ま
す
。

こ
と
し
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
実
施

国庫補助金

11億8115万5千円

　63．1％

その他
5349万7千円

　2．9％

保険料
6億3663万8千円

　34．0％

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
（
医
療

費
の
七
割
分
を
医
療
機
関
等
へ
支
払

う
お
金
）
が
全
体
の
九
十
五
・
三
替

を
占
め
る
十
七
億
八
千
三
百
四
十
四

万
四
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
億

百
九
十
八
万
三
千
円
の
増
と
な
っ
て

保険給付費17億8344万4千円
　　　　　95．3％

　　　　　総務費5733万6千円
　　　　　　　　　3．1％

その他3051万円
　　　　1．6％

い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
新
規
事
業
と

し
て
尺
間
ド
ッ
ク
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
三
百
九
十
六
万
九
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

国
保
料
納
入
は

．
あ
な
た
の
大
切
な
務
め

　
国
民
健
康
保
険
料
（
以
下
国
保
料
〉

は
、
四
・
六
・
八
◎
十
・
十
二
。
二

月
が
納
期
で
す
。

　
納
付
が
遅
れ
る
と
延
滞
金
が
課
せ

ら
れ
た
り
、
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
滞
納
が
続

け
ば
、
市
内
の
他
の
国
保
加
入
者
に

余
分
な
負
担
を
負
わ
せ
た
り
、
ま
た

納
封
率
が
低
い
と
国
の
補
助
金
が
減

ら
さ
れ
る
な
ど
、
み
ん
な
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
保
料
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま

し
よ
，
つ
◎

◎
国
保
料
納
め
て
安
心

　
　
　
　
わ
が
家
の
健
康

．
講
響
き

　
市
報
五
月
十
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
下
水
道
管
渠
布
設
工
事
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び

国
庫
補
助
事
業
分
の
管
渠
布
設
工
事

が
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
該
当
区
域
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町　名 工事期間 請負者

学校町1 10月18日まで ㈱村山土建

若宮町 11．2 〃

昭和町3 11．27 ㈱植木組

本町1上 10．18 南雲土建㈱

山本町3 8．19 〃

本町2 8．29 ㈱植木組

　　医療費の額をお知らせします

　国民健康保険では、昨年9月中に診療を受け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レした分について医療費の額等を12月にお知らせし　藍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韮
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じコ　今回は、2月中に診療を受けられた分につい　』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
て、入院・通院、歯科・薬局の別に診療日数、　≒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し医療費の額等をお知らせすることになりました。覇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら5月25日頃、各家庭に郵送により発送します。　薫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　国民健康保険は、皆さんの医療や健康を守る　最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
ために重要な役割をはたしており・これからも1

生活に密着し、正しく理解されて、お互いの力　萎

でよりよいものにして行かなければなりません。彰
病気1こなってはじめて健康のありがたさに気聖

づくようでは遅すぎます．日常の生活のなかで1

自分自身でつくって行く以外にはありません．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霜
　バランスのとれた食事、適度の運動、心身の象
　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　羅
休養の原則を守り、健康への努力を行っととも　轟
に、市で実施している各種の検診を受け、疾病1

の早期発見、早期治療に心がけたいものです。

．
鑛
慧
灘
購

離
麟
鰻
雛
灘
、

購
麟
婁
畷
講
饗
無

藻
灘
鍍
奮
轟
雛
碧

毒
鶴
灘
，
、
撚
懇

繕麟

盤
響
・

燕
騰
雛
隷
辮
鞭
轡

灘
・

曝
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
”
難
鐵
灘
灘
灘
灘
議
撫

灘
舞
麟
騰
灘

難
緯
．
麟
灘
縄

鱗
羅
薪
難
鱒
　
鎌
難
灘
縫
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
轟
鮮
騎
騨
嚢
蚤

　
国
民
年
金
櫨
紬
嚢
饗
や
欝

◎
◎
⑭
◎
⑭

　
　
○
⑪
O
㊧

　
　
⑬
㊧
㊧
⑭
㊧
㊧

　
障
害
年
金
・
母
子
・
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い

る
か
た
は
、
引
き
続
き
受
給
し
て
行

く
た
め
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況

届
」
を
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
市
．

市
民
生
活
課
年
金
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
そ
の
際
、
印
鑑
と
診
断
書
（
診

断
書
の
必
要
な
か
た
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
と
、
九

月
か
ら
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（7）1“”ll”IllII”lo”12r6ガ』β3房知25世」距1”II”1”””1“III””1”IIIIll”””IllIIlll””””””“II”IIIIlll”””o””””1””””ol（第3種郵便認可）昭和56年5月25日

　
昭
和
二
十
年
以
来
、
最
高
と
い
わ

れ
た
今
冬
の
異
常
豪
雪
も
、
去
る
五

月
二
日
に
消
雪
し
ま
し
た
。

　
日
ご
と
に
暖
か
く
な
り
、
豪
雪
の

記
憶
が
薄
れ
て
行
き
ま
す
が
、
一
方

で
は
、
豪
雪
の
つ
め
あ
と
が
森
林
に

果
樹
に
、
農
地
に
、
あ
る
い
は
道
路
、

建
物
等
に
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
雪
は
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年
降
り
ま

す
．
56
豪
雪
と
市
民
総
ぐ
る
み
で
闘

っ
た
記
録
を
後
世
に
残
す
た
め
、
市

で
は
『
56
豪
雪
の
記
録
』
　
（
仮
称
〉

の
編
集
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の

な
か
で
、
市
民
の
体
験
談
・
提
言
等

や
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
体
験
・
提
言
な
ど
を
公
募

　
除
排
雪
、
鉄
道
や
バ
ス
の
交
通
．

屋
根
雪
処
理
、
消
雪
パ
イ
プ
、
流
雪

溝
、
水
あ
が
り
、
出
稼
ぎ
等
、
身
近

か
な
面
で
の
体
験
と
、
こ
れ
か
ら
の

雪
対
策
で
お
考
え
の
こ
と
を
、
詩
・

作
文
・
随
筆
・
手
記
・
体
験
談
・
提

言
な
ど
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
数
枚
に

書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
写
真
も
提
供
く
だ
さ
い

　
体
験
・
提
言
と
と
も
に
写
真
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ビ
ス
サ
イ
ズ

以
上
の
も
の
で
白
黒
・
カ
ラ
ー
の
プ

一岬道姻律糎講鷲擁纏鯉轄お・

韓・鰍紅勲勲擁鱒繭輔難覆．
よ朔・裕力颪べ蝋醜麟蟻鱒磯鱗織嚢
及び車輔の一方通鴛を行っていま攣。鑑婆疑欝

絡として、本町西線、新座線を利用される洋う

絹願いします。

　期閲　7屑3旧家ぜ（終恥，』“

篶藪旗註墨
曙．一…　　「
　箇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
　慶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駅

リ
ン
ト
ま
た
は
ス
ラ
イ
ド
で
、
裏
面

に
住
所
・
氏
名
・
撮
影
場
所
と
月
目

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
送
り
先
（
提
出
先
は
）

　
市
総
務
課
企
画
広
報
係
（
盈
七
ー

三
一
一
一
番
内
線
二
三
六
、
〒
九
四

八
、
千
歳
町
三
ー
三
）
か
各
地
区
公

民
館
へ
。

　
期
間
は
六
月
十
日
ま
で
と
変
更
し

ま
す
。
詳
細
は
市
報
四
月
二
十
五
日

号
三
ぺ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
公
共
料
金
を
は
じ
め
各
種

料
金
の
支
払
い
に
口
座
振
替
を
利
用

す
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
料
金
に
つ
い
て
も
、
簡
単
な

手
続
き
で
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
多
く
の
か
た
に
口
座
振
替

制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

水
道
新
設
に
つ
い
て
は
指
定
工
事
店
、

そ
の
他
は
検
針
員
（
集
金
員
）
金
融

機
関
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
金
融
機
関
、
市

水
道
局
で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

幽
取
扱
い
金
融
機
関
　
市
内
の
銀
行
、

信
用
組
合
、
農
協
の
各
事
業
所
、
労

働
金
庫

圏
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
預
金
通

帳
、
預
金
通
帳
に
登
録
の
印
鑑
、
領

収
書
（
水
道
新
設
の
場
合
は
不
要
）

無線機は免許を
受けて使いましょう

＼
銀
繋
　6月1日から10日までは「電波法

違反防止旬間」です・

　不法電波をなくすため、無線機（ト

ランシーバー）を使うときは、無線

局の免許を受けて使用しましょう。

　また、アマチュア無線を楽しむに

は、無線技士の資格を取得し、アマ

チュア局の免許を受けてからでなけ

ればできません。

破
損
な
ど
の
事
故
に
よ
り
漏
水
し

た
場
合
に
も
、
水
道
料
金
は
か
か
り

ま
す
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
家
庭
で
簡

単
に
漏
水
を
発
見
で
き
る
方
法
が
あ

り
ま
す
の
で
、
時
々
点
検
し
て
く
だ

さ
い
。

　
全
部
の
蛇
口
を
と
め
、
メ
ー
タ
ー

の
パ
イ
・
ッ
ト
（
赤
い
か
ざ
ぐ
る
ま
）

が
ま
わ
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
ま
わ
っ

て
い
る
と
、
ど
こ
か
水
が
漏
れ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、

指
定
工
事
店
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
ね

〈メーター部分〉

1辮1
　　　パイロット

藍
駈
監
懸
駈
当
当
曜
謬
謬
コ
5
塁
駈
当
駈
懸
雪
5
雪
一
コ
5
当
一
謬
置
謬
…
蚤
≡
歪
謬
設
コ
5
当
雪
［
書
認
藍
蚤
当
覧
醒
雪
曜
凄
翌
歪
コ
曜
藍
駈
［
謬
謬
雪
5
醒
設
翌
コ
5
5
藝
歪
謬
歪
翌
藍
当
一
翌
謬
藍
蚤
雪
5
一
罷
凄
置
コ
億
謬
雪

防火管理者資格付与講習会を開催
　十日町地域消防本部では、つぎの日程で防火管理者資

格付与講習会を開催します。

●日時　7月9目（木）午前9時～午後4時　7月10日囲午

前9時～午後4時

●会場　十日町地域消防本部講堂

●申し込み期間　6月2ρ日～30日までに写真（上半身・

横3センチ、縦5センチ）1枚と講習テキスト代2，400円

を添え十日町地域消防本部予防課にお申し込みください

　なお、この講習会は、2日問受講しないと資格を付与

されない場合がありますのでご注意ください。詳しくは

十日町地域消防本部（7－1555番）におたずねください

危険物取扱者試験の準備講習会を開催
　県では、7月29日に危険物取扱者試験を実施しますが、

県危険物安全協会では、それに備えた受験準備講習会を

つぎの要項で開催します。

◎期日及び会場　●6月23～24日　小午谷市民会館　乙

種第4類　●6月24～25目　長岡自治会館乙種第4類

●6月26日　長岡自治会館　丙種

◎講習対象　乙種第4類及び丙種危険物取扱者試験の受

験者

◎受講料　●危険物協会員　　乙種3，000円　丙種2，500

円　●非協会員　乙種4，500円　丙種3，500円

◎申し込み期間　講習日の14日前から7日前までに十日

町地域消防本部予防課（B7－1555番）に申し込んでく

技術改善費補助金の申請受付中
は、中小企業者（法人格を有する中小企業者の団

）が行う企業化されていない新製品の開発研究、

の利用開発などの事業に対して、つぎにより技術

補助金を交付します。

内容　事業費の3分の2以内（補助金限度額300

期間　5月15目～6月15目まで

先　新潟県工業技術センター十日町試験場（奮7

番）

くは十日町試験場にお問い合わせください。

軋
職
酔
県
煕
舗
鮒
鞭
襯
冊
鮒
鮒
㎜
訊

◎
町
だ
　
　
体
新
改
◎
万
◎
◎
一
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給
付
費

　
約
二
億
円
の
伸
び

　
昭
和
五
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
予
算
総
額
は
、
医
療
費
の
増
加
に

よ
っ
て
、
左
図
の
よ
う
に
前
年
度
を

十
三
・
二
育
う
わ
ま
わ
る
十
八
億
七

千
百
二
十
九
万
円
と
い
う
大
型
予
算

に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
二
十
一
・
四
音
伸
び

　
歳
入
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
料
が
六
億

三
千
六
百
六
十
三
万
八
千
円
（
歳
入

全
体
の
三
十
四
都
）
、
国
か
ら
の
補

助
金
が
十
一
億
八
千
百
十
五
万
五
千

円
（
六
十
三
・
一
智
）
で
、
こ
れ
が

主
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
前
年
度
対
比
で
二
十
一

・
四
餌
の
増
と
な
り
、
一
世
帯
当

た
り
で
は
九
万
七
千
三
百
十
四
円
、

一
人
当
た
り
で
は
二
万
九
千
六
十
円

の
保
険
料
に
な
る
見
込
み
で
す
．
こ

の
額
は
、
県
下
百
九
保
険
者
（
市
町

村
）
の
な
か
で
七
十
九
位
と
な
っ
て

し
ま
す
。

こ
と
し
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
実
施

国庫補助金

11億8115万5千円

　63．1％

その他
5349万7千円

　2．9％

保険料
6億3663万8千円

　34．0％

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
（
医
療

費
の
七
割
分
を
医
療
機
関
等
へ
支
払

う
お
金
）
が
全
体
の
九
十
五
・
三
替

を
占
め
る
十
七
億
八
千
三
百
四
十
四

万
四
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
億

百
九
十
八
万
三
千
円
の
増
と
な
っ
て

保険給付費17億8344万4千円
　　　　　95．3％

　　　　　総務費5733万6千円
　　　　　　　　　3．1％

その他3051万円
　　　　1．6％

い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
新
規
事
業
と

し
て
尺
間
ド
ッ
ク
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
三
百
九
十
六
万
九
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

国
保
料
納
入
は

．
あ
な
た
の
大
切
な
務
め

　
国
民
健
康
保
険
料
（
以
下
国
保
料
〉

は
、
四
・
六
・
八
◎
十
・
十
二
。
二

月
が
納
期
で
す
。

　
納
付
が
遅
れ
る
と
延
滞
金
が
課
せ

ら
れ
た
り
、
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
滞
納
が
続

け
ば
、
市
内
の
他
の
国
保
加
入
者
に

余
分
な
負
担
を
負
わ
せ
た
り
、
ま
た

納
封
率
が
低
い
と
国
の
補
助
金
が
減

ら
さ
れ
る
な
ど
、
み
ん
な
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
保
料
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま

し
よ
，
つ
◎

◎
国
保
料
納
め
て
安
心

　
　
　
　
わ
が
家
の
健
康

．
講
響
き

　
市
報
五
月
十
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
下
水
道
管
渠
布
設
工
事
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び

国
庫
補
助
事
業
分
の
管
渠
布
設
工
事

が
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
該
当
区
域
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町　名 工事期間 請負者

学校町1 10月18日まで ㈱村山土建

若宮町 11．2 〃

昭和町3 11．27 ㈱植木組

本町1上 10．18 南雲土建㈱

山本町3 8．19 〃

本町2 8．29 ㈱植木組

　　医療費の額をお知らせします

　国民健康保険では、昨年9月中に診療を受け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レした分について医療費の額等を12月にお知らせし　藍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韮
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じコ　今回は、2月中に診療を受けられた分につい　』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
て、入院・通院、歯科・薬局の別に診療日数、　≒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し医療費の額等をお知らせすることになりました。覇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら5月25日頃、各家庭に郵送により発送します。　薫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　国民健康保険は、皆さんの医療や健康を守る　最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
ために重要な役割をはたしており・これからも1

生活に密着し、正しく理解されて、お互いの力　萎

でよりよいものにして行かなければなりません。彰
病気1こなってはじめて健康のありがたさに気聖

づくようでは遅すぎます．日常の生活のなかで1

自分自身でつくって行く以外にはありません．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霜
　バランスのとれた食事、適度の運動、心身の象
　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　羅
休養の原則を守り、健康への努力を行っととも　轟
に、市で実施している各種の検診を受け、疾病1

の早期発見、早期治療に心がけたいものです。
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障
害
年
金
・
母
子
・
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い

る
か
た
は
、
引
き
続
き
受
給
し
て
行

く
た
め
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況

届
」
を
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
市
．

市
民
生
活
課
年
金
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
そ
の
際
、
印
鑑
と
診
断
書
（
診

断
書
の
必
要
な
か
た
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
と
、
九

月
か
ら
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（7）1“”ll”IllII”lo”12r6ガ』β3房知25世」距1”II”1”””1“III””1”IIIIll”””IllIIlll””””””“II”IIIIlll”””o””””1””””ol（第3種郵便認可）昭和56年5月25日

　
昭
和
二
十
年
以
来
、
最
高
と
い
わ

れ
た
今
冬
の
異
常
豪
雪
も
、
去
る
五

月
二
日
に
消
雪
し
ま
し
た
。

　
日
ご
と
に
暖
か
く
な
り
、
豪
雪
の

記
憶
が
薄
れ
て
行
き
ま
す
が
、
一
方

で
は
、
豪
雪
の
つ
め
あ
と
が
森
林
に

果
樹
に
、
農
地
に
、
あ
る
い
は
道
路
、

建
物
等
に
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
雪
は
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年
降
り
ま

す
．
56
豪
雪
と
市
民
総
ぐ
る
み
で
闘

っ
た
記
録
を
後
世
に
残
す
た
め
、
市

で
は
『
56
豪
雪
の
記
録
』
　
（
仮
称
〉

の
編
集
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の

な
か
で
、
市
民
の
体
験
談
・
提
言
等

や
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
体
験
・
提
言
な
ど
を
公
募

　
除
排
雪
、
鉄
道
や
バ
ス
の
交
通
．

屋
根
雪
処
理
、
消
雪
パ
イ
プ
、
流
雪

溝
、
水
あ
が
り
、
出
稼
ぎ
等
、
身
近

か
な
面
で
の
体
験
と
、
こ
れ
か
ら
の

雪
対
策
で
お
考
え
の
こ
と
を
、
詩
・

作
文
・
随
筆
・
手
記
・
体
験
談
・
提

言
な
ど
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
数
枚
に

書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
写
真
も
提
供
く
だ
さ
い

　
体
験
・
提
言
と
と
も
に
写
真
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ビ
ス
サ
イ
ズ

以
上
の
も
の
で
白
黒
・
カ
ラ
ー
の
プ

一岬道姻律糎講鷲擁纏鯉轄お・

韓・鰍紅勲勲擁鱒繭輔難覆．
よ朔・裕力颪べ蝋醜麟蟻鱒磯鱗織嚢
及び車輔の一方通鴛を行っていま攣。鑑婆疑欝

絡として、本町西線、新座線を利用される洋う

絹願いします。

　期閲　7屑3旧家ぜ（終恥，』“

篶藪旗註墨
曙．一…　　「
　箇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
　慶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駅

リ
ン
ト
ま
た
は
ス
ラ
イ
ド
で
、
裏
面

に
住
所
・
氏
名
・
撮
影
場
所
と
月
目

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
送
り
先
（
提
出
先
は
）

　
市
総
務
課
企
画
広
報
係
（
盈
七
ー

三
一
一
一
番
内
線
二
三
六
、
〒
九
四

八
、
千
歳
町
三
ー
三
）
か
各
地
区
公

民
館
へ
。

　
期
間
は
六
月
十
日
ま
で
と
変
更
し

ま
す
。
詳
細
は
市
報
四
月
二
十
五
日

号
三
ぺ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
公
共
料
金
を
は
じ
め
各
種

料
金
の
支
払
い
に
口
座
振
替
を
利
用

す
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
料
金
に
つ
い
て
も
、
簡
単
な

手
続
き
で
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
多
く
の
か
た
に
口
座
振
替

制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

水
道
新
設
に
つ
い
て
は
指
定
工
事
店
、

そ
の
他
は
検
針
員
（
集
金
員
）
金
融

機
関
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
金
融
機
関
、
市

水
道
局
で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

幽
取
扱
い
金
融
機
関
　
市
内
の
銀
行
、

信
用
組
合
、
農
協
の
各
事
業
所
、
労

働
金
庫

圏
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
預
金
通

帳
、
預
金
通
帳
に
登
録
の
印
鑑
、
領

収
書
（
水
道
新
設
の
場
合
は
不
要
）

無線機は免許を
受けて使いましょう

＼
銀
繋
　6月1日から10日までは「電波法

違反防止旬間」です・

　不法電波をなくすため、無線機（ト

ランシーバー）を使うときは、無線

局の免許を受けて使用しましょう。

　また、アマチュア無線を楽しむに

は、無線技士の資格を取得し、アマ

チュア局の免許を受けてからでなけ

ればできません。

破
損
な
ど
の
事
故
に
よ
り
漏
水
し

た
場
合
に
も
、
水
道
料
金
は
か
か
り

ま
す
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
家
庭
で
簡

単
に
漏
水
を
発
見
で
き
る
方
法
が
あ

り
ま
す
の
で
、
時
々
点
検
し
て
く
だ

さ
い
。

　
全
部
の
蛇
口
を
と
め
、
メ
ー
タ
ー

の
パ
イ
・
ッ
ト
（
赤
い
か
ざ
ぐ
る
ま
）

が
ま
わ
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
ま
わ
っ

て
い
る
と
、
ど
こ
か
水
が
漏
れ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、

指
定
工
事
店
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
ね

〈メーター部分〉
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防火管理者資格付与講習会を開催
　十日町地域消防本部では、つぎの日程で防火管理者資

格付与講習会を開催します。

●日時　7月9目（木）午前9時～午後4時　7月10日囲午

前9時～午後4時

●会場　十日町地域消防本部講堂

●申し込み期間　6月2ρ日～30日までに写真（上半身・

横3センチ、縦5センチ）1枚と講習テキスト代2，400円

を添え十日町地域消防本部予防課にお申し込みください

　なお、この講習会は、2日問受講しないと資格を付与

されない場合がありますのでご注意ください。詳しくは

十日町地域消防本部（7－1555番）におたずねください

危険物取扱者試験の準備講習会を開催
　県では、7月29日に危険物取扱者試験を実施しますが、

県危険物安全協会では、それに備えた受験準備講習会を

つぎの要項で開催します。

◎期日及び会場　●6月23～24日　小午谷市民会館　乙

種第4類　●6月24～25目　長岡自治会館乙種第4類

●6月26日　長岡自治会館　丙種

◎講習対象　乙種第4類及び丙種危険物取扱者試験の受

験者

◎受講料　●危険物協会員　　乙種3，000円　丙種2，500

円　●非協会員　乙種4，500円　丙種3，500円

◎申し込み期間　講習日の14日前から7日前までに十日

町地域消防本部予防課（B7－1555番）に申し込んでく

技術改善費補助金の申請受付中
は、中小企業者（法人格を有する中小企業者の団

）が行う企業化されていない新製品の開発研究、

の利用開発などの事業に対して、つぎにより技術

補助金を交付します。

内容　事業費の3分の2以内（補助金限度額300

期間　5月15目～6月15目まで

先　新潟県工業技術センター十日町試験場（奮7

番）

くは十日町試験場にお問い合わせください。
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■期間　第1回6月16、17、18日

　　　　第2回10月を予定

　　　　午後7時から

■会場　市民体育館

■申込み　市体育課

■期間　5月～9月（前期）

　　　　10月～3月（後期）

　毎週火・金曜日午前10時～正午

■会場　市民体育館ほか

■申込み　市体育課

　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　テニスコートの一般利用者にお願い・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■コートの使用が有料に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1面につき2時間一　　般100円－．
　　■期日　6月21日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校生以下50円
　　■会場　市民体育館　　　　　　■期日　6月14日（日）　　　　　■受付について（申し込み‘零市民俸箕館へ）

。昌申込み市体育課・．会場義霊藷時から　o鱗蕊輔綴識鷺半）

　　　1鰯　　　 ・申込み6月5日までに　・輔呼続きをしないとコートの翻祠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能県立＋日町高校4）ゲラウンドとテニ　　　　　　　　　　市体育課へ　　　■使用コ＿トの原則，　　　　　ハ「．．　、．

スコ｝ト（2面）を早朝に限欄放い○　　　　　　　　　（平日の早轍土。．鯛融祝癩｝
たします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟式テニス～信濃ヌ餐選動公園テ幕スコート
使用希望者は・10名以上のグループ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　硬式テ器ス～城ケ丘市営テニスコート

をー）くって下記により申込みをしてく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■その他の注意事項

ださい・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O人数の少な疑穏合綜働のグルーブと共岡す

…　茎害、撫影↓離輸・§きllき総蟹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う整傭、穫片づ姦ナを必驚ずしましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O使罵の漂は必ず厚二箔シ詠一刈とfス
　目頃体育スポーツ行事に参加する機会の少ない婦人を対象に、スポ　　　ボ噛ツの適し爽服装3を蓑周し三ください・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O体育館やテニスコー郵瞥理棟に『使用不可3
一ツを通じての健康づくりと仲間づくりをめざして・下記により市内　　　の掛け札が出されている時は使用を禁止し

8会場で教室開催を計画しました。みなさんの参加をお待ちしています・　、ます・

会　場 十日町中学校 東小学校 中条中学校 下条小学校 飛二小学校
ノ

川治公民館 馬場小学校 吉田小学校

内　容 テ　　ニ　　ス 卓　　　球 軟式テニス
（民　踊）

バレーボール

（民　踊）

卓　　　球
レク　ダンス 卓　　　球

（民　踊）

バレーボール

曜　日 毎　週　休1 毎　週　図 毎　週　困 毎　週　㈹ 毎　週　困 毎　週　樹 毎　週　㈹
民　踊　困
毎　週　図

時　問
午後
7：30～9：30

午後
7：30～9：30

午後
7：30～9：30

午後

8：00～10：00
午後

7：30～9：30
午後
7130～9：30

午後
7：30～9：30

午後
7：30～3：30

月　日
軟式 硬式

6／2　6／9

6／16　6／23

6／30　7／7

7／14　7／21

7／28　8／4

6／3　6／10

6／17　6／24

7／1　7／8

7／15　7／22

7／29　8／5

6／2　6／9

6／16　6／23

6／30　7／7

7／14　7／21

（民踊）

7／28　8／4

6／24　7／1

7／8　7／15

7／22　8／12

8／19

（民踊）

7／29　8／5

6／5　6／12

6／19　6／26

7／3　7／10

7／17　7／24

7／31　8／7

6／2　6／9

6／16　6／23

6／30　7／7

7／14　7／21

7／28　8／4

6／2　6／9

6／16　6／23

6／30　7／7

7／14　7／21

7／28　8／4

（民踊）

711　7／15

6月4日 6月11日

6月18日 6月25日

7月2目 7月9日

7月16日 8月23日

7月30日 8月6日

8月13日 9月20日

8月27日 9月3日

9月10日 0月17日

9月24日 0月1日

0月8日 0月15日

講　師 十　日　町　市　体　育　指　導　委　員
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野
生
鳥
獣
捕
獲
の
違
反
防
止
〃
“

　
最
近
、
違
法
に
「
ワ
ナ
」
等
を
使

っ
て
野
生
鳥
獣
を
捕
獲
レ
た
事
例
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

法
律
に
違
反
し
、
罰
則
の
適
用
を
う

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
野
生
鳥
獣
が
住
む
こ

と
は
、
貴
重
な
自
然
環
境
の
真
の
姿

で
す
が
、
昨
今
、
自
然
の
破
壊
や
汚

染
、
ま
た
は
心
な
い
人
の
捕
獲
な
ど

に
よ
っ
て
、
年
々
そ
の
生
息
数
も
減

っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
人
間
に
と
っ

て
も
不
健
康
な
住
み
に
く
い
環
境
に

な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
　
「
野
鳥

の
声
」
と
「
獣
の
姿
」
1
こ
れ
は

み
ん
な
で
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
自
然
環
境
の
指
標
で
す
。
よ
り

よ
い
良
然
環
境
保
全
の
た
め
、
つ
ぎ

の
事
項
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
狩
猟
免
許
（
甲
種
）
の
な
い
人
は
、

タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
、
イ
タ
チ

ゥ
サ
ギ
な
ど
を
捕
獲
猟
具
（
ト
ラ
バ

サ
ミ
等
）
を
用
い
て
捕
獲
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
　
（
巡
回
調
査
や
情
報
の

入
手
な
ど
で
違
反
者
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
摘
発
な
ど
受
け
な
い

よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
）

②
春
先
は
大
切
な
繁
殖
の
時
期
。
野

生
鳥
獣
の
ヒ
ナ
、
卵
な
ど
は
一
切
捕

獲
、
採
取
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
子
ど
も
た
ち
が
知
ら
ず
に
こ
の
よ

う
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
注
意
く
だ
さ
い
。

③
野
生
鳥
獣
を
飼
う
こ
と
は
、
原
則

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
（
詳
細

は
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

④
入
山
時
、
近
隣
な
ど
で
、
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
よ
う
な
事
実
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
警
察
署
、
保
健
所
、
県
鳥

獣
保
護
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

〔
十
日
町
保
健
所
管
内
県
鳥
獣
保
護

委
員
氏
名
〕

○
宮
沢
彦
一
（
伊
達
）
8
八
－
二
二

四
八
番
1
ー
川
治
・
六
箇
・
吉
甲

水
沢
地
区
の
担
当
。

○
中
沢
幾
太
郎
（
四
日
町
第
ご
B
二

1
≡
一
二
一
番
　
　
前
記
以
外
の

地
区
を
担
当
。

金
婚
蓼
婦
に

　
　
　
　
　
記
念
品
が

　
　
　
　
贈
ぢ
堀
蒙
ず

　
今
年
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
夫
婦

の
か
た
に
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
金
婚
に
該
当
さ
れ
る
夫
婦
は
昭
和

六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
結
婚
し
た
夫

婦
で
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た
は
六
月

五
日
ま
で
に
、
夫
婦
氏
名
、
年
齢
、

結
婚
年
月
日
を
市
政
事
務
嘱
託
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
記
念
品
贈
呈
日
時
は
後
日
連
絡
し

ま
す
。

　
（
取
扱
い
市
社
会
福
祉
事
務
所
）

醍雛藩講

採鑑辮

　
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
伐
採
す
る
目
よ
り
少
な
く
と
も
三
十

　
旧
以
前
に
届
け
を
出
し
て
か
ら
伐
採
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
伐
採
届
出
書
は
、
市
役
所
農
林
課
、
林
業
事
務
所
に
用
意
し
て

　
あ
り
ま
す
。

」

行
勲
萎
員
に

彫
灘
嚇
再
任

　
四
月
一
日
付
で
、
岡
田
信
郎
氏

（
中
条
島
）
が
、
行
政
管
理
庁
長
官

か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
（
再
任
）

さ
れ
ま
し
た
。

　
岡
田
氏
は
、
地
方
行
政
に
精
進
さ

れ
た
か
た
で
す
の
で
、
役
所
・
公
社

公
団
等
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
、
要
望
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
の
申
し
込
み
は
、
岡
田
氏
の

自
宅
（
窓
七
－
三
五
一
八
番
）
か
、

市
役
所
市
民
相
談
室
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
な
お
定
例
行
政
相
談
日
は
、
毎
月

第
三
木
曜
日
に
、
市
民
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

渉
技
能
穫
建
（
国
家
検
定
）
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ぢ
せ

　
昭
和
五
十
六
年
度
前
期
技
能
検
定

（
国
家
検
定
）
の
受
検
申
請
の
受
付

が
、
五
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
六
日

ま
で
の
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
職
業

能
力
開
発
協
会
（
8
0
二
五
二
ー
三

一
－
一
二
五
五
番
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
5
月
蔦
日
ま
で
の
受
付
分
（
癒
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
緬
格

モ
ジ
ラ
濫
ス
テ
レ
ォ

中
　
古

二
万
孟
千
円

M
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

中
　
古

朝
万
円
～

一
万
五
千
円

ロ
　
警
ド
パ
　
ル

〃

二
万
五
千
円

自
　
　
転
　
　
車

（
男
子
8
磯
周
）

〃

相
談
で

湯
沸
器
（
B
号
）

〃

囚
万
五
千
円

　
五
万
円

婦
人
用
自
転
車

彪

三
千
円

ソ
ニ
f
ス
テ
レ
オ

〃

四
万
円

英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

躍

相
談
で

ワ
ン
ド
ア
ー
冷
蔵
庫

〃

一
万
五
千
円

～
二
万
円

婦
人
用
自
転
車

〃

〃

子
供
自
転
車

（
4
・
5
歳
用
男
）

躍

四
千
円

十日町の

　　　　人に畷》

躰町四なりました』
　小林房子さん
　～長野布から～　　　　　　〔12〕

★
り
ん
ご
の
名
産
地
i
…
長
野
市
か

あ
、
、
十
β
町
の
人
に
な
っ
た
の
は
、

市
内
本
町
四
丁
員
の
小
林
均
さ
ん
、

　
（
会
社
役
員
）
の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で

、
来
た
房
子
さ
ん
（
二
十
四
機
）
で
す
。

、
小
林
さ
ん
の
家
は
、
市
内
で
も
有

名
な
〃
そ
ば
屋
船
さ
ん
。
ご
の
十
舞

訂
に
来
て
美
味
し
い
と
思
っ
た
の
が
蔚
．

～
瀞
そ
ば
御
と
獄
米
々
だ
そ
う
で
、
格

好
の
若
奥
ぎ
ん
と
い
う
感
じ
の
人
。

”
★
お
二
人
は
、
東
京
で
知
り
合
い
、

　
〈
ダ
ン
ス
・
ス
キ
ー
ニ
ブ
ニ
ス
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
活
動
で
｝
そ
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
が
郷
塁
に
帰
傷
て
か
ら
も
交

際
を
続
け
講
こ
の
四
月
に
ゴ
毒
ル
イ

ン
し
ま
し
た
。

　
嫁
い
で
来
て
以
来
、
目
の
ま
わ
る

ほ
ど
の
忙
し
さ
の
中
で
、
房
子
さ
ん

は
「
今
は
、
こ
の
十
β
町
の
こ
ど
何

も
わ
か
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
段
々
と
、

十
日
町
を
知
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」

　
仕
事
が
終
わ
り
，
夫
の
均
さ
ん
と

時
々
行
く
コ
杯
飲
み
屋
」
で
の
、

ひ
と
と
き
が
、
今
一
番
楽
し
い
と
か
。

★
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
を
、
お

二
人
に
聞
き
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
は
、
自
分
達
の
家
を
建
て
、

る
こ
と
。
そ
れ
と
、
店
の
人
達
み
ん

な
と
ど
こ
か
に
旅
行
す
る
プ
ラ
ン
を

実
現
す
る
こ
ど
。
』
忙
し
い
中
で
も
、

自
分
達
の
時
問
を
つ
く
っ
て
の
繍
行

も
楽
し
い
耀
b
の
で
t
よ
う
。
」

★
さ
だ
ま
さ
し
の
”
関
自
宣
書
謬
に

感
銘
を
受
け
た
と
い
う
房
子
さ
ん
。

，
鱗
し
い
る
夫
の
均
さ
ん
に
対
し
て

、
「
と
に
か
く
や
さ
し
い
人
で
す
よ
。
」

と
甘
え
て
い
る
姿
に
は
“
関
臼
4
を

肯
定
す
る
だ
δ
の
“
心
の
強
さ
8
を

感
じ
る
新
鮮
な
十
β
籍
φ
人
で
す
。

市
営
住
宅
（
県
営
）
の

　
　
入
居
者
再
募
集

　
市
で
は
、
県
・
市
営
住
宅
の
五
団

地
十
七
戸
の
入
居
再
募
集
を
し
ま
す
。

希
望
の
か
た
は
五
月
二
十
六
日
～
六

月
五
日
ま
で
に
建
設
課
に
申
込
み
を
．

申
込
み
用
紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
．

★
空
家
状
況
　
黒
沢
県
営
ー
七
戸

黒
沢
市
営
i
一
戸
　
八
幡
田
市
営
－

二
戸
　
谷
内
丑
市
営
ー
四
戸
　
四
日

町
市
営
1
．
二
戸
。
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■期間　第1回6月16、17、18日

　　　　第2回10月を予定

　　　　午後7時から

■会場　市民体育館

■申込み　市体育課

■期間　5月～9月（前期）

　　　　10月～3月（後期）

　毎週火・金曜日午前10時～正午

■会場　市民体育館ほか

■申込み　市体育課

　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　テニスコートの一般利用者にお願い・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■コートの使用が有料に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1面につき2時間一　　般100円－．
　　■期日　6月21日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校生以下50円
　　■会場　市民体育館　　　　　　■期日　6月14日（日）　　　　　■受付について（申し込み‘零市民俸箕館へ）

。昌申込み市体育課・．会場義霊藷時から　o鱗蕊輔綴識鷺半）

　　　1鰯　　　 ・申込み6月5日までに　・輔呼続きをしないとコートの翻祠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能県立＋日町高校4）ゲラウンドとテニ　　　　　　　　　　市体育課へ　　　■使用コ＿トの原則，　　　　　ハ「．．　、．

スコ｝ト（2面）を早朝に限欄放い○　　　　　　　　　（平日の早轍土。．鯛融祝癩｝
たします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟式テニス～信濃ヌ餐選動公園テ幕スコート
使用希望者は・10名以上のグループ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　硬式テ器ス～城ケ丘市営テニスコート

をー）くって下記により申込みをしてく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■その他の注意事項

ださい・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O人数の少な疑穏合綜働のグルーブと共岡す

…　茎害、撫影↓離輸・§きllき総蟹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う整傭、穫片づ姦ナを必驚ずしましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O使罵の漂は必ず厚二箔シ詠一刈とfス
　目頃体育スポーツ行事に参加する機会の少ない婦人を対象に、スポ　　　ボ噛ツの適し爽服装3を蓑周し三ください・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O体育館やテニスコー郵瞥理棟に『使用不可3
一ツを通じての健康づくりと仲間づくりをめざして・下記により市内　　　の掛け札が出されている時は使用を禁止し

8会場で教室開催を計画しました。みなさんの参加をお待ちしています・　、ます・

会　場 十日町中学校 東小学校 中条中学校 下条小学校 飛二小学校
ノ

川治公民館 馬場小学校 吉田小学校

内　容 テ　　ニ　　ス 卓　　　球 軟式テニス
（民　踊）

バレーボール

（民　踊）

卓　　　球
レク　ダンス 卓　　　球

（民　踊）

バレーボール

曜　日 毎　週　休1 毎　週　図 毎　週　困 毎　週　㈹ 毎　週　困 毎　週　樹 毎　週　㈹
民　踊　困
毎　週　図

時　問
午後
7：30～9：30

午後
7：30～9：30

午後
7：30～9：30

午後

8：00～10：00
午後

7：30～9：30
午後
7130～9：30

午後
7：30～9：30

午後
7：30～3：30

月　日
軟式 硬式

6／2　6／9

6／16　6／23

6／30　7／7

7／14　7／21

7／28　8／4

6／3　6／10

6／17　6／24

7／1　7／8

7／15　7／22

7／29　8／5

6／2　6／9

6／16　6／23

6／30　7／7

7／14　7／21

（民踊）

7／28　8／4

6／24　7／1

7／8　7／15

7／22　8／12

8／19

（民踊）

7／29　8／5

6／5　6／12

6／19　6／26

7／3　7／10

7／17　7／24

7／31　8／7

6／2　6／9

6／16　6／23

6／30　7／7

7／14　7／21

7／28　8／4

6／2　6／9

6／16　6／23

6／30　7／7

7／14　7／21

7／28　8／4

（民踊）

711　7／15

6月4日 6月11日

6月18日 6月25日

7月2目 7月9日

7月16日 8月23日

7月30日 8月6日

8月13日 9月20日

8月27日 9月3日

9月10日 0月17日

9月24日 0月1日

0月8日 0月15日

講　師 十　日　町　市　体　育　指　導　委　員
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野
生
鳥
獣
捕
獲
の
違
反
防
止
〃
“

　
最
近
、
違
法
に
「
ワ
ナ
」
等
を
使

っ
て
野
生
鳥
獣
を
捕
獲
レ
た
事
例
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

法
律
に
違
反
し
、
罰
則
の
適
用
を
う

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
野
生
鳥
獣
が
住
む
こ

と
は
、
貴
重
な
自
然
環
境
の
真
の
姿

で
す
が
、
昨
今
、
自
然
の
破
壊
や
汚

染
、
ま
た
は
心
な
い
人
の
捕
獲
な
ど

に
よ
っ
て
、
年
々
そ
の
生
息
数
も
減

っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
人
間
に
と
っ

て
も
不
健
康
な
住
み
に
く
い
環
境
に

な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
　
「
野
鳥

の
声
」
と
「
獣
の
姿
」
1
こ
れ
は

み
ん
な
で
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
自
然
環
境
の
指
標
で
す
。
よ
り

よ
い
良
然
環
境
保
全
の
た
め
、
つ
ぎ

の
事
項
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
狩
猟
免
許
（
甲
種
）
の
な
い
人
は
、

タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
、
イ
タ
チ

ゥ
サ
ギ
な
ど
を
捕
獲
猟
具
（
ト
ラ
バ

サ
ミ
等
）
を
用
い
て
捕
獲
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
　
（
巡
回
調
査
や
情
報
の

入
手
な
ど
で
違
反
者
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
摘
発
な
ど
受
け
な
い

よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
）

②
春
先
は
大
切
な
繁
殖
の
時
期
。
野

生
鳥
獣
の
ヒ
ナ
、
卵
な
ど
は
一
切
捕

獲
、
採
取
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
子
ど
も
た
ち
が
知
ら
ず
に
こ
の
よ

う
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
注
意
く
だ
さ
い
。

③
野
生
鳥
獣
を
飼
う
こ
と
は
、
原
則

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
（
詳
細

は
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

④
入
山
時
、
近
隣
な
ど
で
、
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
よ
う
な
事
実
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
警
察
署
、
保
健
所
、
県
鳥

獣
保
護
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

〔
十
日
町
保
健
所
管
内
県
鳥
獣
保
護

委
員
氏
名
〕

○
宮
沢
彦
一
（
伊
達
）
8
八
－
二
二

四
八
番
1
ー
川
治
・
六
箇
・
吉
甲

水
沢
地
区
の
担
当
。

○
中
沢
幾
太
郎
（
四
日
町
第
ご
B
二

1
≡
一
二
一
番
　
　
前
記
以
外
の

地
区
を
担
当
。

金
婚
蓼
婦
に

　
　
　
　
　
記
念
品
が

　
　
　
　
贈
ぢ
堀
蒙
ず

　
今
年
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
夫
婦

の
か
た
に
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
金
婚
に
該
当
さ
れ
る
夫
婦
は
昭
和

六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
結
婚
し
た
夫

婦
で
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た
は
六
月

五
日
ま
で
に
、
夫
婦
氏
名
、
年
齢
、

結
婚
年
月
日
を
市
政
事
務
嘱
託
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
記
念
品
贈
呈
日
時
は
後
日
連
絡
し

ま
す
。

　
（
取
扱
い
市
社
会
福
祉
事
務
所
）

醍雛藩講

採鑑辮

　
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
伐
採
す
る
目
よ
り
少
な
く
と
も
三
十

　
旧
以
前
に
届
け
を
出
し
て
か
ら
伐
採
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
伐
採
届
出
書
は
、
市
役
所
農
林
課
、
林
業
事
務
所
に
用
意
し
て

　
あ
り
ま
す
。

」

行
勲
萎
員
に

彫
灘
嚇
再
任

　
四
月
一
日
付
で
、
岡
田
信
郎
氏

（
中
条
島
）
が
、
行
政
管
理
庁
長
官

か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
（
再
任
）

さ
れ
ま
し
た
。

　
岡
田
氏
は
、
地
方
行
政
に
精
進
さ

れ
た
か
た
で
す
の
で
、
役
所
・
公
社

公
団
等
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
、
要
望
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
の
申
し
込
み
は
、
岡
田
氏
の

自
宅
（
窓
七
－
三
五
一
八
番
）
か
、

市
役
所
市
民
相
談
室
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
な
お
定
例
行
政
相
談
日
は
、
毎
月

第
三
木
曜
日
に
、
市
民
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

渉
技
能
穫
建
（
国
家
検
定
）
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ぢ
せ

　
昭
和
五
十
六
年
度
前
期
技
能
検
定

（
国
家
検
定
）
の
受
検
申
請
の
受
付

が
、
五
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
六
日

ま
で
の
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
職
業

能
力
開
発
協
会
（
8
0
二
五
二
ー
三

一
－
一
二
五
五
番
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
5
月
蔦
日
ま
で
の
受
付
分
（
癒
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
緬
格

モ
ジ
ラ
濫
ス
テ
レ
ォ

中
　
古

二
万
孟
千
円

M
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

中
　
古

朝
万
円
～

一
万
五
千
円

ロ
　
警
ド
パ
　
ル

〃

二
万
五
千
円

自
　
　
転
　
　
車

（
男
子
8
磯
周
）

〃

相
談
で

湯
沸
器
（
B
号
）

〃

囚
万
五
千
円

　
五
万
円

婦
人
用
自
転
車

彪

三
千
円

ソ
ニ
f
ス
テ
レ
オ

〃

四
万
円

英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

躍

相
談
で

ワ
ン
ド
ア
ー
冷
蔵
庫

〃

一
万
五
千
円

～
二
万
円

婦
人
用
自
転
車

〃

〃

子
供
自
転
車

（
4
・
5
歳
用
男
）

躍

四
千
円

十日町の

　　　　人に畷》

躰町四なりました』
　小林房子さん
　～長野布から～　　　　　　〔12〕

★
り
ん
ご
の
名
産
地
i
…
長
野
市
か

あ
、
、
十
β
町
の
人
に
な
っ
た
の
は
、

市
内
本
町
四
丁
員
の
小
林
均
さ
ん
、

　
（
会
社
役
員
）
の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で

、
来
た
房
子
さ
ん
（
二
十
四
機
）
で
す
。

、
小
林
さ
ん
の
家
は
、
市
内
で
も
有

名
な
〃
そ
ば
屋
船
さ
ん
。
ご
の
十
舞

訂
に
来
て
美
味
し
い
と
思
っ
た
の
が
蔚
．

～
瀞
そ
ば
御
と
獄
米
々
だ
そ
う
で
、
格

好
の
若
奥
ぎ
ん
と
い
う
感
じ
の
人
。

”
★
お
二
人
は
、
東
京
で
知
り
合
い
、

　
〈
ダ
ン
ス
・
ス
キ
ー
ニ
ブ
ニ
ス
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
活
動
で
｝
そ
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
が
郷
塁
に
帰
傷
て
か
ら
も
交

際
を
続
け
講
こ
の
四
月
に
ゴ
毒
ル
イ

ン
し
ま
し
た
。

　
嫁
い
で
来
て
以
来
、
目
の
ま
わ
る

ほ
ど
の
忙
し
さ
の
中
で
、
房
子
さ
ん

は
「
今
は
、
こ
の
十
β
町
の
こ
ど
何

も
わ
か
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
段
々
と
、

十
日
町
を
知
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」

　
仕
事
が
終
わ
り
，
夫
の
均
さ
ん
と

時
々
行
く
コ
杯
飲
み
屋
」
で
の
、

ひ
と
と
き
が
、
今
一
番
楽
し
い
と
か
。

★
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
を
、
お

二
人
に
聞
き
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
は
、
自
分
達
の
家
を
建
て
、

る
こ
と
。
そ
れ
と
、
店
の
人
達
み
ん

な
と
ど
こ
か
に
旅
行
す
る
プ
ラ
ン
を

実
現
す
る
こ
ど
。
』
忙
し
い
中
で
も
、

自
分
達
の
時
問
を
つ
く
っ
て
の
繍
行

も
楽
し
い
耀
b
の
で
t
よ
う
。
」

★
さ
だ
ま
さ
し
の
”
関
自
宣
書
謬
に

感
銘
を
受
け
た
と
い
う
房
子
さ
ん
。

，
鱗
し
い
る
夫
の
均
さ
ん
に
対
し
て

、
「
と
に
か
く
や
さ
し
い
人
で
す
よ
。
」

と
甘
え
て
い
る
姿
に
は
“
関
臼
4
を

肯
定
す
る
だ
δ
の
“
心
の
強
さ
8
を

感
じ
る
新
鮮
な
十
β
籍
φ
人
で
す
。

市
営
住
宅
（
県
営
）
の

　
　
入
居
者
再
募
集

　
市
で
は
、
県
・
市
営
住
宅
の
五
団

地
十
七
戸
の
入
居
再
募
集
を
し
ま
す
。

希
望
の
か
た
は
五
月
二
十
六
日
～
六

月
五
日
ま
で
に
建
設
課
に
申
込
み
を
．

申
込
み
用
紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
．

★
空
家
状
況
　
黒
沢
県
営
ー
七
戸

黒
沢
市
営
i
一
戸
　
八
幡
田
市
営
－

二
戸
　
谷
内
丑
市
営
ー
四
戸
　
四
日

町
市
営
1
．
二
戸
。
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児
★
支
給
の
お
知
ら
せ

　
六
月
期
（
二
月
～
五
月
）
の
児
童

手
当
が
、
六
月
十
日
頃
に
、
皆
さ
ん

の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に

振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

の
う
ち
出
生
順
に
数
え
て
三
人
目
以

降
の
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
五
千
円
（
昭
和
五
十
五

年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
の
無
い
受

給
者
は
六
千
五
百
円
）
で
す
。

★
現
況
届

　
六
月
分
以
降
、
引
き
続
い
て
受
給

献血車日程
とき6月29日（月）
ところ　大井田公民館

と　き　6月30日（火）

　ところ　滝文工業（株）

時間はいずれも午前10時～午後3時

明日といわず今献血しましょう

資
格
の
あ
る
か
た
は
、
左
記
の
日
程

に
よ
り
、
児
童
手
当
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
現
況
届
を
提

出
し
な
い
と
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の
…
…
印
鑑
、
健
康

保
険
証
、
ハ
ガ
キ
（
後
日
、
該
当
者

に
送
付
し
ま
す
。
）

期
　
　
日

時
　
　
　
間

場
　
　
　
所

参
集
地
区

6
月
2
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

水
沢
出
張
所

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

下
条
出
張
所

中
条
地
区
公
民
館

川
治
地
区
公
民
館

水
　
　
　
　
沢

吉
　
　
　
　
田

下
　
　
　
　
条

中
　
　
　
　
条

（
新
座
・
大
井
田
を
除
く

川
治
・
六
箇

6
月
3
日
困

十
日
町
市
役
所

叶
畑
嫡
肝
新
座

停

　
▼
六
月
二
日
㈹
　
午
前
九
時
三
十

分
～
午
後
三
時
三
＋
分
ま
で
　
嘉
勝

轟
木
・
池
谷
・
入
山
・
焼
野
・
新
水

慶
地
・
魚
之
田
川
・
宇
田
ケ
沢
・
中

条
菅
沼
・
山
新
田
・
蕨
平
・
上
田
原

三
ツ
山
・
小
貫
・
東
枯
木
又
・
西
枯
木

又
　
▼
六
月
十
五
日
㈲
　
正
午
～
午

後
四
時
三
十
分
ま
で
　
田
州
町
一
丁

目
の
一
部
・
田
川
町
二
丁
目
・
田
川
町

三
丁
目
・
猿
倉
・
津
池
・
大
池
・
赤

倉
・
菅
沼
・
江
道

　　防犯灯を寄贈
　　　　　　　一繁乳電力㈱一

藤吻鰍訓年・献魏燃
寄購ていまずが・このたび鵠嫡
贈されました。この防犯灯と俳せて、

市の水銀灯（2基〉が可市内各紬区に

設匿されます。

　なお、これらの訪犯灯の設硫を希望

する地区は、市役所市民生活課環境係

にご連絡ください。

乳
幼
児
検
診
日
程
表

　
市
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
内
部

に
『
リ
ハ
ビ
リ
室
』
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
つ
ぎ
の
訓
練
器
具

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
使
用
料
は
無
料
で
す
。
）

●
自
転
車
運
動
練
習
器
…
…
外
傷
後

遺
症
、
脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
の
筋
力

の
強
化
に
。

●
移
動
式
歩
行
補
助
平
行
棒
…
…
起

立
訓
練
や
歩
行
訓
練
に
利
用
。

●
訓
練
用
マ
ッ
ト
ー
…
ね
が
え
り
訓

練
、
ね
お
き
の
訓
練
、
四
ツ
這
い
訓

練
、
膝
立
て
訓
練
に
。

●
交
互
牽
引
滑
車
運
動
装
置
…
…
外

傷
の
後
遺
症
や
、
五
十
肩
な
ど
筋
肉

の
固
い
部
分
の
改
善
の
た
め
。

①
壁
面
用
助
木
…
…
外
傷
後
遺
症
で

膝
の
固
く
な
っ
た
人
の
改
善
訓
練
や

　
　
　
子
分
い
帽
球
（

　
魁
　
の歯

　
し
　
む

脊
椎
損
傷
後
遺
症
の
上
体
の
筋
力
強

化
に
利
用

　
そ
の
他
詳
細
や
使
用
申
し
込
み
な

ど
に
つ
い
て
は
保
健
衛
生
課
（
3
七

ー
三
一
一
一
番
内
線
二
二
七
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
6
月
め
体
圓
赦
急
医
、
　
一

罪
艦
．
至
簾
識
癒
総
愈
蚤

　
　
　
　
　
藤
携
藩
還
董

　
　
　
ぎ
嫉
癖
纏
篭
嚢
翠
｝

欝
．
馨
2
腰
β
響
2
玉
真
ー
薫

皿
智
，
鋤
薄
嚢
蕪
灘
欝
〒
掲
蹴
…

㎜
，
…
、
冨
渚
織
鱗
魂
醤
－
番
…

致
鐙
．
、
熾
紹
、
獲
葵
袋
織
＄

糟
　
　
　
　
慕
露
ρ
鶏
鷺
マ
4
番
㎜

　
　
。
津
籍
轟
饗
輩
　
嚢
欝

…
．
　
纏
ゆ
2
豫
驚
鑛
緩
癖
翼
鷹

露
織
欝
霞
無
一
篠
蕪
馨
爆
、
・

騨
ヒ
』
覇
縷
購
懸

住　　所 氏　　名 二

稲荷町3北藤木　剛史 正昭
上　川　町 三崎　淳子 政興

下川原町 村山　俊樹 京市

本町2丁目根津　亜木 東雄

稲荷町3東小川　篤 博

中条新田 和田　好広 山治
峠 福島　裕 秋男

野　　　田 村山　弘明 政直

下条本町 小杉　直輝 松雄

高山第3 丸山比呂子 公夫

川治内後 滝沢　俊介 俊雄

川治下町1遠田由美子 功一

寿町2、3 小川あずみ 巌

関　根　2清水　研哉 昇

春日町3 関口　聖子 陽子
南　鐙　坂 柳　寿子 茂

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
城

備
考

3
歳
児
検
診

6
月
1
0
日

　
（
水
）

午
後
－
時
1
5
分

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

52
年
12
月

生
れ
の
児

域全

歯
い
は
れ
た
き
か
を
の
歯
い

児
ら
さ

歳
か
だ

3
す
く

・
ま
て

児
り
来

月
あ
て

カ
か
い

6
診
か

歳
検
み

1
科
に

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

6
月
12
日

　
（
金
）

午
後
－
時
15
分

～
2
時

54
年
12
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
ぴ
に
育

児
　
学
　
級

6
月
17
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

56
年
2
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定
6
月
22
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

茄
年
8
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

6
月
1
日
㈲

午
前
9
時
　
分

～
n
時
　
分

下
条
公
民
館
岩
野
・
下
条
栄
町
・
桑
原
・
野
田

午
後
1
時

～
3
時

下
条
公
民
館

山
根
・
貝
の
川
・
新
保
・
水
口

蒲
購
獺

下
条
公
　
民
館

　
　
o
　
　
　
　
　
　
口
H
　
　
　
●

央
通
り

6
月
2
日
㈹

午
後
1
時

～
3
時

下
条
公
民
館
　
　
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
下

山
・
新
光
寺

6
月
3
日
困

午
前
9
時

～
1
1
時

上
新
田
公
民
館

上
新
田
1
・
2
・
3

午
前
1
1
時
1
5
分

～
n
時
菊
分

市
之
沢
作
業
場

市
　
　
之
　
　
沢

後
1
時
　
分

～
2
時
30
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

新
水
・
蕨
平
・
上
田
原

6
月
4
日
困

午
前
9
時
　
分

～
10
時
3
0
分

飛
　
一
小
学
校

嘉
勝
・
轟
木
・
焼
野
・
魚
之
田
川

前
11
時

～
H
時
3
0
分

三
　
ツ
　
山
分
校

三
　
　
ツ
　
　
山

午
後
1
時

～
2
時

飛
二
小
学
校

田
ケ

田
．
小
飢

午
後
2
時
　
分

～
3
時

枯
木
又
分
校

東
枯
木
又
・
西
枯
木
又

6
月
5
日
剛

前
9
　
　
分

～
　
11
時
　
分

真
田
小
学
校

鉢
1
・
2
・
中
手

後
1

～
2
時
3
0
分

名
ケ
山
小
学
校

中
平
・
名
ヶ
山

前
9
　
　
　
分

～
1
0
　
　
　
分

江
道
集
落
セ
ン
タ
ー

江
道
・
猿
倉

圃
1
　
　
　
分

～
n
時
1
分

津
池
冬
季
分
校

津
　
　
　
　
池

　
　
　
）

6
月
8
日
嶋

後
1
～
1
時
30
分

赤
倉
集
会
場
赤
　
　
　
　
　
倉

午
後
2
時

～
2
時
30
分

大
池
小
学
校

大
池
・
菅
沼

6
月
9
日
㈹

午
前
9
時
　
分

～
11
時
3
0
分

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

羽
根
川
荘

中
お
・
山
’
　
　
　
　
．
田

ニ
ツ
屋

後
1
　
　
　
分

～
2
時

塩
之
又
分
校
塩
　
　
之
　
　
又

後
2
　
　
分

～
3
時

船
坂
公
民
館

船
　
　
　
　
坂

6
月
1
0
日
㈱

午
前
－
時

～
n
時

塩
野
冬
季
分
校

塩
　
　
　
　
野

後
1
時

～
2
時

願
入
冬
季
分
校

願
　
　
　
　
入

6
月
1
1
日
困

前
1
時

～
n
時

池
　
谷
　
分
　
校

池
谷
・
入
山

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
、

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は

も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
5
月
2
1
日
に
都
合
が
悪
く
て
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
も
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
．

Q
・

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

6老5
　　口68号口
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七
月
十
七
日
に
農
業
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
を
実
施

　
農
業
委
員
の
選
挙
は
全
国
統
｝
選

挙
に
よ
り
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
十

七
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
選

挙
区
と
定
員
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

選挙区 区　　　域 定数

第一選挙区
十日町地区
川治地区
六箇地区

6人

第二選挙区 中条地区 6人

第三選挙区 吉田地区 4人

第四選挙区 下条地区 4人

第五選挙区 水沢地区 6人

ロ
立
候
補
の
受
付

　
七
月
七
日
は
農
業
委
員
選
挙
の
告

示
日
で
す
。
立
候
補
の
受
付
は
七
月

七
日
・
八
日
の
二
目
間
で
、
届
出
時

間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
立
候
補
届
出
の
準
備
は
早
目
に

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
か
た

は
事
前
に
選
管
か
ら
届
出
用
紙
の
交

付
を
受
け
早
目
に
届
出
の
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
は
農
業
者
に
と
っ
て
、

身
近
か
な
代
表
者
で
す
．
金
の
か
か

ら
な
い
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

「
藷
襲
難
員
会
」

　
市
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
市
の
現

状
、
仕
事
な
ど
を
実
際

に
目
で
見
、
耳
で
聴
い

て
い
た
だ
き
、
市
の
行

政
を
少
し
で
も
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
毎
年
施
設
見
学
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
も
、
つ
ぎ
の
要

項
で
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
施
設
も
年

々
充
実
し
て
お
り
、
実

共
導
．
鳩
麟
麟
難
聾
擢

■
明
る
い
選
挙
・
き
れ
い
な
選
挙
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
当
市
が
全
国
屈
指
の
豪
雪
都
市
と
い
わ
れ
る
中
で
、
今
、

そ
の
豪
雪
を
克
服
し
、
自
然
・
風
士
・
文
化
・
伝
統
な
ど
を

最
大
限
に
活
か
し
た
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
総
合
的
な
計
画
1
『
克
雪
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
計
画
』
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
　
（
六
月
十
臼
号
市
報
で
既
報
）

　
こ
の
新
し
い
計
画
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
つ
ぎ
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
の
で
ご
多
忙
中
恐
縮
で

す
が
、
調
査
対
象
と
し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
■
対
象
数
：
⊥
二
〇
〇
世
帯

　
■
対
象
区
域
…
市
内
全
域

　
■
実
施
期
間
…
六
月
二
十
九
日
～
七
月
十
日

　
齢
方
法
r
…
…
－
配
布
は
郵
送
、
回
収
は
各
家
庭
に
調
査
員

が
う
か
が
い
ま
す
。

　
■
内
容
…
－
…
除
排
雪
・
産
業
振
興
・
生
活
改
善
な
ど
選

択
す
る
も
の
と
十
分
意
見
を
聞
く
た
め
の
記
述
す
る
も
の
。

情
を
一
日
じ
っ
く
り
と
見
学
す
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
実
施
期
間
…
七
月
中
旬
か
ら
九
月

中
旬
ま
で
の
希
望
の
日
（
土
・
日
・

月
曜
日
を
除
く
）

■
対
象
者
…
マ
イ
ク
・
バ
ス
を
使
用

す
る
た
め
原
則
的
に
は
二
十
名
位
の

グ
ル
㌧
フ
、
団
体
と
し
ま
す
が
、
個

人
参
加
も
で
き
ま
す
。

旧
コ
ー
ス
…
卸
売
市
場
↓
博
物
館
・

武
道
館
↓
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
i

↓
下
水
道
終
末
処
理
場
↓
羽
根
川
荘

（
昼
食
）
↓
森
林
公
園
↓
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
↓
ゴ
ル
ワ
場
↓
保
健
セ
ン
タ
ー

↓
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
　
（
参
加
者
の
希

望
に
よ
り
変
更
・
追
加
も
し
ま
す
。
）

■
参
加
料
－
・
無
料
（
昼
食
は
持
参
）

旧
申
込
み
…
市
総
務
課
企
画
広
報
係
へ
。

　
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
る
地
区
広

聴
会
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
確
実

に
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
各
地

区
の
要
望
や
問
題
点
な
ど
を
直
接
お

聞
き
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
機
会

と
し
て
今
年
度
は
六
月
二
十
九
日
か

ら
約
一
ヵ
月
間
、
地
区
振
興
会
を
単

位
に
十
四
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
こ
の
広
聴
会
で
は
、

各
地
区
共
通
の
テ
ー
マ
を
『
雪
』
と

し
、
当
市
が
克
雪
地
域
づ
く
り
を
す

る
た
め
に
地
域
の
実
情
、
対
策
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
雪
に
関
す
る
以
外
の

地
城
の
も
つ
課
題
・
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
す
。

〃
あ
な
た
の
意
見
を
市
政
に
〃
1

ど
う
ぞ
積
極
的
な
参
加
を
。

　
　
嵩

　
　
赫

克雪地域づくりのための

アンケート調査にご協力を”

地区広聴会日程
時間：夜7二30～9：30

月／日（噌 地　　区 会　　　場

6／29（月） 六　　　箇 羽　根　川　荘

7／2困 東　下　組 東下組小学校

7／6（月） 美　佐　島
江道・猿倉集落

　センター

7／7㈹ 新　　　座 新座公民館

7／8困 大　井　田 大井田公民館

7／10樹 中　　　条 中条地区公民館

7／13㈲ 川　　　治 川治地区公民館

7／14図 下　　　条 下条中学校

7／15㈱ 吉　　　田 吉田中学校

7／17囲 八　　　箇 池之平集会所

7／21㈹ 水沢小学校
（野中小学校地区含》

水沢地区公民館

7／22困 馬場小学校 馬場小学校

7／24囲 十　日　町 市　民　会　館

7／29困 飛　　　渡 飛渡地区公民館

鴨寅と謬るβ
　7／1㈱は水沢地区公民館

穎’、・

、為

鳶
■

・z 粥
1　／

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
”
移
動
市
民
と
語
る

口
”
を
今
年
度
も
、
水
沢
・
吉
田
・
下
条
の
三
地
区

で
実
施
し
ま
す
。
七
月
一
日
困
は
、
水
沢
地
区
公
民

館
で
開
催
し
ま
す
が
、
地
域
の
課
題
や
日
頃
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
お
気
軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
と
ご
連
絡
は
総
務
課
企
画
広
報
課
へ
．
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